
デザインの
揺籃時代

東京高等工芸学校の歩み(1)

開校当時の東京 高等工芸学校

松
戸
に
は
千
葉
大
学
の
園
芸
学

部

が
あ
り

ま
す

が
、

か

つ
て
工

学

部
も
市

内

に
あ

っ
た

こ
と
を

ご
存

じ

で

す
か
？

千
葉

大

学
工

学
部

の
前
身

は

東

京
高
等
工
芸
学
校
と
い
っ
て
、
大

正
1
0
年

に
初

め
て

の

本
格
的

な

デ

ザ
イ

ナ

ー
養

成
機

関

と
し
て

、

東

京

芝
浦

に

創
設

さ
れ

ま
し

た
。

途

中

、
名

称

や
組
織

の
変

更
等

が
あ

り

ま
し

た

が
、
昭

和
2
0
年

の
終

戦

直

後

か
ら
3
9
年
に
千

葉

市
へ

移
転

す
る
ま
で
、
岩
瀬
の
陸
軍
工
兵
学

校

の
跡
地

（
現
在

の
松
戸

駅

東

日

中
央

公
園

）

に
校

舎
を

構
え

て

い

ま
し

た

。

束

京
高

等
工

芸

学
校

の
指

導
者

｢子守」(1891年ころ･ 初代校長松岡 寿)

(西川弘子氏寄 贈)

100円（60円）（　）内は団体料金

１月14日日～２月12日(休)

２月17日(土)～３月24日(日)
日 時

5月24日(日)まで
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東京高等工芸学校をめぐるシリーズ講演

・松戸市教育委員会　森仁史氏

■東京高等工芸学校の設立をめぐって

1 ／28(日)　　　 ・東京国立近代美術館工芸館 樋田豊次郎氏

■ 大 正 昭 和 の 工 芸 と デ ザ イ ン と の 関 わ り

東京 高等工 芸学校の教授だっ た

畑正 吉の図案 によ る文化勲章

(1936 年)

・千葉大学　長田謙一氏

■東京高等工芸学校とデザ インの成立

・九州芸術工科大学　藤原惠洋氏

■住宅改良と日本近代の都市問題

・文化女子大学　内田青蔵氏

■日本近代住宅にみる住空問の変遷

・美術評論家　北澤憲昭氏

■近代日本における「工芸」概念

・東京造形 大学　柏木博氏

・ 日本近代のデザイン状況をめぐって

詳細は下記本文をご覧ください 。

こ の有名なビ ール の

ラベル・デザインも

東京 高等工芸学校で教鞭を 執

っていた六 角紫水のもの

シ
リ
ー
ズ
講
演
に

も
ご
参
加
を

東
京
高
等
工
芸
学
校
の
歩
み
は

近
代
の
大
き
な
う
ね
り
に
日
本
の

社
会
が
ほ
ん
ろ
う
さ
れ
た
時
代
と

重
な

っ
て

い
ま
し

た

。
学
校

が
関

わ

っ
た
美

術
史

・
建

築
史

・
社

会

史

な
ど

そ
れ

ぞ
れ

の
分
野

に
つ

い

て

の
講
演
で

、

展
示

の
多
面

的

で

よ
り

深

い
理
解

を
手

助
け

し
ま

す

。

内
容
：
上

表

参
照

会
場
・：
博
物

館

講
堂

時
間
・：
午
後

２
時

か

ら

費
用

…

無
料

申
１
月
2
6
日
(
金
)
[
消
印
有
効
]
ま

で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏

名
・
電

話
番

号
・
聴

講
希
望

日
を

記

入
し
て
、
〒
2
7
1
松
戸
市
根
本
三
五

六
松
戸
市
教
育
委
員
会
美
術
館
準

備
室
（
電
話
6
6
・
7
4
6
3
番
)
　
へ

※
印
の
講
演
は
電
話
で
も
受
け
付
け

た
ち
は
、
日
本
の
モ
ダ
ン
・
デ
ザ

イ

ン

の

パ
イ

オ

ニ
ア
と

し
て

、
グ

ラ
フ
イ
ッ
ク
・
イ
ン
テ
リ
ア
・
工

芸
・

彫
刻

な
ど

、
幅

広

い
分

野
で

近

代

的
な

デ
ザ
イ

ン

感
覚
を

作
品

化

し

ま
し

た
。
関

東
大

震
災

後
の

復
興
や
当
時
の
都
市
生
活
の
勃
興

（

ぼ
っ
こ
う

）
に
応

え

る
た

め
に
制

作

さ
れ
た

こ
れ

ら
の
作

品

は
、
現

代

に
至

る
日

本

の
デ

ザ
イ

ン
の
展

開

に
人

き

な
影
響

を
与

え
ま

し
た

。

今
回

の

「

デ
ザ
イ

ン
の

揺
籃
時

代

」
展

で

東
京
高

等
工

芸
学

校

に

正

面

か
ら

光
を
肖

て

る
こ

と
に
よ

っ
て

、
日
本

の

デ
ザ
イ

ン

史
に
占

め
る

こ
の

学
校

の
意
義

の
大

き

さ

と
近
代
日
本
デ
ザ
イ
ン
史
全
体

が
、

あ
ら

た
め
て

検
証

さ

れ
る
こ

と

に

な
る
で

し
ょ

う

。

彼
ら
パ
イ
オ
ニ
ア
の
苦
闘
と
夢

の
結
晶
は
、
今
日
の
私
た
ち
に
も

新
鮮
な
存
在
感
を
み
な
ぎ
ら
せ
て

い
ま
す
。
日
本
の
モ
ダ
ン
デ
ザ
イ

ン
の
中
で
も
と
り
わ
け
魅
力
的
で

あ
り
な

が
ら
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん

ど
知
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
作

品
を
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

午前9時30分～午後5時（入館は4時30分まで）

休館日＝毎週月曜日（2／12を除＜）と第4金曜日（1／26・ 2／23・ 3／22）

会場市立博物館
観覧料金＝一般　300円（240円）／高・大学生　150円（100円）／小・中学生

※第2・4土曜日は、小・中学生の観覧が無料です。

問美術館準備室℡66-7463番

近代日本デザイン史を検証します

この学校の創設期の教授陣に焦点を当て

「デザインの揺籃時代」展では

日本初の本格的なデザイナー養成機関でした

東京高等工芸学校(大正10年創設)は

1 ／27(土

)

2 ／11(祝

)

3／2(土

)

3／9(土

)

3 ／16(土

)

3／20(祝

)

前期

後期

お気軽にご相談ください
２月の相談あんない

人口と世帯1月1日現在

人口　461,366 人

男　234,010人

女　227,356 人

世帯　171,990世帯

平成７年10月の

国勢調査を基に

算出しました。

主な内容

行政リストラ
実施計画を策定

市政モニターを募集

市･県民税の申告を

忘れないで
阪神淡路大震災

情報チャンネル

街の話題

相 談 名 期　　　日 時　　 間 会　　場 問 相談 名 期　　　日 時　　　間 会　　場 問

法律相談

税務相談

登記相談

行政 相談

住宅 相談

交 通事故冫

市 政･一般

巡
　
回
　
年
　
金
　
相
　
談

就学相談･

教育相談

毎週火･木、第4月曜

日 第1月曜日

第2金曜日

､第3金曜日

第2･第4月

曜日
毎 週 水 曜 日

月 ～ 金 曜 日

2(

金)6(

火)
9(

金)13

(火

)

16(

金)20(

火)23(

金)27(

火)

月～金曜日

午後1時～5時

午前9時～正午

午後1時～5時

午後1時～4時30分

午後1時～3時

午前10時～午後4時

午前8時30分～午後5

時

午前10時～午後3時

午前9時30分～正午

午前1時30分～5時

市役所

相談

コーナ ー

市民相談室

常盤平支所

小金支所

小金原支所

馬橋支所

六実支所

新松戸支所

矢切支所

東部支所

教育研究所
66-74

61番

国
民
年
金
課
適
用
係

※
左
記
以
外
の
日
は
国
民
年
金
課
へ

市
民
相
談
室

※
金
銭
問
題
の
相
談
も
行
い
ま
す

人
　
権
　
相
　
談

心
　
配
　
ご
　
と
　
相
　
談

○
の
日
は
心
配
ご
と
相
談
の
み

商人よろず

相談

労働相談

女性就業相談

消費生活
相談

ゆうまつど

こころの相談

女性パート
労働等相談

※労働相談は柏労働基準監督署 0471-63-0245番

※人権相談は千葉地方法務局松戸支局 63-6278番）でも行っています。

第1～第4金曜日

5(月

)6(

火)6(

火)7(水)･2

1(水)
7(水)･2
1(水)

1(木)･

15(木)

7(水

)21

(水

)

第1･第3月曜日

水･金曜日

月～金曜日

第1～第3月曜日

第4月曜日

毎月第2火曜日

午前10時～午後3時

午前10時30分～午後

3時30分午前10時～午後4時

午後1時～5時

午前10時～午後4時

午前9時～午後4時

午前10時～午後4時

午後1時～7時

午後1時30分～4時

30分

市役所相談コ

ーナー馬 橋 支 所

六実支所

小金支所

常盤平支所

新松戸市民セ

ンター小金原市民セ

ンター

新松戸市民セ

ンター
市役所相 談

コーナー

女性センター

でも行っています。

消費生活センター

65-65

65番

女性 センタ ー

63-05

05番

商
工
課

労
政
係

商
工
課

融
資
係

人
権
相
談
＝
援
護
課
庶
務
係

心
配

ご
と
＝
社
会

福
祉
協

議
会

6
8
-
0
5
0
3
番



広報まつど１９９６年(平成8年)１月２０日

平成８年度

市政モニターを
募
集

床
下
薬
剤
を

散
布
し
ま
す

床
下
薬
剤
の
散
布
を
２

月
１
日

か
ら
７
月
上
旬
ま
で

の
予
定
で
行

い
ま
す
（
日

程
は
順
次
広
報
ま
つ

と
に
掲
載
し
ま
す
）
。

当
日
は
、
市
職
員
が
各
家
庭
に

伺
い
、
床
下
や
畳
に
発
生
し
や
す

い
ノ
ミ
・
ダ
ニ
な
ど
の
発
生
を
防

ぐ
薬
剤
を
、
床
下
の
通
風

囗
か
ら

散
布
し
ま
す
。

※
雨
で

中
止
の
場
合
は
全
日
程
終

了
後
に
実
施
し
ま
す
。
延
期
分

の
日
程
に
つ
い
て

も
、
広
報
ま

つ
ど
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係

自転車保管場所の見学

８年床下薬剤散布日程表〔２月分平成
は午後に 実施

平
成
８
年
度
の
市
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
の
方
々
か
ら
い
た
だ
い
た
、
市
の
施
策

に
つ
い
て
の
意
見
や
提
言
は
、
市
政
に
反
映
し
て
い

き
ま
す
。

問
市
民
相
談
室

モ
ニ

タ
ー

の

仕

事
・・
市

政
へ

の

意

見

・
提

言

な

ど
の

提

出
の

ほ
か

会

議

・
研

修

会

へ
の

出

席

、

市
内

公

共

施

設
の

見

学

、
市

議

会
の

傍

聴

な

ど

対

象
・・
・
市
内

に

引
き

続

き

一
年

以

上

住

ん
で

い
て

、

住
民

基

本
台

帳

等

に

登
載

さ

れ
て

い

る
二

十
歳

以

上

の
人

で

①

国

お
よ

び

地

方
公

共

団

体
等

の

職

員
で

な
い

人

②
市

に

関

係
す

る
役

職
の

委

嘱

を

受
け

て

い

な
い

人

③
市
の

ほ

か
の

制
度

の

モ

ニ

タ

ー
に

な

っ
て
い

な
い

人

④

平
日

に

開

催

さ
れ

る
会

議

等
に

出

席

が
可

能

な

人

⑤

過
去
に

市
政

モ

ニ

タ

ー
を

経

験

さ
れ
て

い

な
い

成人病予防月間事業

ご家族そろってご来場ください。

人
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
人

定
員
・
・
・
二
十
人

任

期
・
・・
平

成
８

年
４

月
１

日

～

平
成
1
0
年
3
月
3
1
日
ま
で
の
二
年

間

謝

礼
・
・・
年

額

一
万

一

千
円

以

内

申
2
月
1
5
日
(
木
)
必
着
で
、
ハ
ガ
キ

に

市

政
に
つ

い

て

の

簡

単

な
意

見

ま

た

は
モ

ニ

タ

ー
に

応

募
し

た

動

機

・

住
所

・

氏

名
（
フ

リ

ガ
ナ

）
・

年

齢

・
職

業

・

電
話

番

号

を
記

入

し
て

、
〒
2
7
1松

戸
市

根

本
三

八

七

ー
五
松
戸
市
役
所
市
民
相
談
室
へ

※

選
考

は

地

域

・
年

齢

・

性
別

等

を
考

慮
し

、
結

果

は
３

月

下

旬

に

応
募

者
全

員

に

通

知
し

ま

す

。

戸
定
駐
車
場

契
約
者
募
集

場
所
松
戸
七
一
四
番
地
　

料
金

月
一
万
五
千
円
（
別
途
消
費
税
四

百
五
十
円
）
　
対
象
幅
一
・
九
㍍

長
さ
五
・
五
㍍
以
内
の
乗
用
を
目

的
と
す
る
車
を
保
有
し
て
い
る
か
、

保
有
予
定
の
個
人
・
法
人

申
自
動
車
検
査
証
の
写
し
（
住
所
・

氏
名
が
異
な
る
場
合
は
証
明
す
る

も
の
）
　・
金
融
機
関
（
郵
便
局
は

不
可
）
の
口
座
番
号
の
分
か
る
も

の
と
届
け
出
の
印
鑑
を
持

っ
て

、

直
接
(
財
)
松
戸
市
都
市
整
備
公
(
小

根
本
七
ー
一
０
フ
コ
ク
生
命
ビ
ル

ニ
階
6
6

・
6
1
1
1

番
）
へ

※
駐
車
台
数
に
達
し
た
時
点
で
受

け
付
け
を
終
了
し
ま
す
。

駐車場

(松戸駅まで徒歩10分)
▼

あ
な
た
の
健
康
2
1
7

子
ど
も
へ
の
薬
の
飲
ま
せ
方

食
べ
物
と
同
様
に
薬
に
対
し

て
も
好
き
嫌
い
が
あ
り
、
飲
め

る
も
の
と
飲
め
な
い
も
の
と
が

あ
る
よ
う
で
す
。
し

か
し
、
一

般
に
子
ど
も
は
薬
が
嫌
い
な
よ

う
で

す
。
水
薬
や
散
薬
で
は
味

や
に
お
い
で
、
錠
剤
や
カ
プ
セ

ル
で

は
大
き
く
て

飲
め
な
い
と

い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

水
薬
（

シ
ロ
ッ
プ
）
の

飲
ま
せ
方

乳
児
期
は
抱
い
た

状
態
ま
た

は
座
ら
せ
た
位
置
で
一
～
一
.
m
l

ず
つ
ス
ポ
イ
ト
か
ス

プ
ー
ン
で

流
し
込
む
よ
う
に
し
ま
す
。
味

を
見
て
飲
め
な
い
よ
う
で

あ
れ

ば
砂
糖
な
ど
で
甘
く
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
ハ
チ
ミ
ツ
は
、
非
常

に
ま
れ
な
こ
と
で
し
た
が
、
か

つ
て
乳
児
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
の
心
配

が
あ
り
ま
し
た
。
乳
児
期
の
小

さ
な
子
ど
も
に
は
で

き
る
限
り

使
用
し
な
い
方
が
安
全
か
と
思

わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
食
前
や
空

腹
時
に
与
え
る
の
か
よ
い
で

し

ょ
う
。（
ち
な
み
に
ボ
ツ
リ
ヌ
ス

菌
の
毒
素
は
百
℃
一
分
間
ま
た

は
八
〇
℃
十
分
間
で
解
毒
さ
れ

ま
す
。）

込
む
。

(
4
)
好
き
な
飲
み
物
で
溶
い
て
飲

ま
せ
る
な
ど
で
す
。
た
だ
、
薬

と
飲
み

物
と
の
組
み

合
わ
せ
に

よ

っ
て

は
、
味
が
ま
ず
く
な
る

も
の
が
あ
る
の
で

注
意
が
必
要

で

す
。

錠
剤

や
カ
プ
セ

ル
剤
の

飲
ま

せ
方

五
歳
ぐ
ら
い
で

錠
剤
や
カ
プ

セ
ル

剤
を
飲
め
る
よ
う
に
な
り

ま
す
が
、
大
き
な
も
の
は
無
理

で

す
。
小
さ
い
子

ど
も
に
は
誤

嚥
（
え
ん
）
の
危
険
が
あ
り

、
や

め
た
方
が
よ
い
で
し

ょ
う
。
割

っ
た
り
噛
み
砕
く
と
効
果
が
少

な
く
な
る
も
の
が

あ
る
の
で

、

そ
の
場
合
は
医

師
な
ど
と
相
談

し
て
か
ら
飲
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

薬
を
飲
め
る
と
い
う

自
信
を
つ
け
る

薬
を
飲
ま
せ
る
に
は
子
ど
も

に
安
心
感
を
持
た
せ
、
母
親
が

笑
顔
で

与
え
る
な
ど
の
工
夫
が

必
要
で

す
。
聞
き
分
け
の
あ
る

子
ど
も
で
あ
れ
ば
薬
を
飲
む
こ

と
の
大
切

さ
を
よ
く
話
し
、
分

か
っ
て

も
ら
う
と
協
力
が
得
や

散
（

粉

末

）
薬

の

飲

ま

せ

方
　

す
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
一
般

的
に
は
無
理
強
い

を
し
て
心
理

(
1
)
薬
を
練
っ
て
頬
（
ほ
お
）
粘
　
的
に
薬
を
飲
む
こ
と
に
恐
怖
や

膜
や
上
顎
（
あ
ご
）
に
塗
り
付
　

嫌
悪

感
を
持
た
せ

る
よ
り
は
、

け
た
後
に
水
分
を
与
え
る
。
　
　

安
心
感
を
与
え
、
飲
め
る
と
い

(
2
)
練
っ
た
薬
を
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
 
 
う
「
自
信
」
を
つ
け
さ
せ
る
こ

状
に
凍
ら
せ
て

食
べ
さ
せ
る
。
　

と

が
大
切
で
す
。

(
3
)
少
量
の
水
で
溶
き
、
ス
ポ
イ
　
　
　
　
　
　
（
松
戸
市
医
師
会
）

卜
や
ス

プ
ー
ン
で
口
内
に
流
し

日程　　　　　　　 散 布 町 会 ・ 自 治 会

1(木)　六実北町・東町・第五町・平和台一六高台団地自治会

2(金)六実緑町

5（月）六実元町･本町･六実七丁目･双葉町･南町･六高台2丁目･3丁目

6(火)　高柳

7(水)　五香東町

8(木)　五香本町・五香駅前

9(金)　五香元町・松飛台北

13(火)　五香南町・やなき

14(水）松飛台〈産業道路東側〉

15(木)　松飛台〈産業道路西側〉・五香北丘・北丘第二・香北・大同団地

16(金)　牧の原東・五香西町・（大同西）

19（月）串崎新田第1・串崎南・(串崎新田第2）

20（火）泉ヶ丘

21(水)　牧の原1丁目・2丁目・かぶと山

22(木)　日暮7丁目・五香新町

23(金)　日暮

26（月） 干 駄堀

27(火)　千駄堀来葉・干駄堀新山・千駄親八景台

28(水）金ケ作

29(木)　金ケ作・金ケ作佐野・（金ケ作門前）

行事名  日時  会場  内容 対象

基調講演会

糖尿病教室

心臓病予防教室

展示と相談

ぽけ老人の
おせわ教室

申 し 込 み
(電話で)

問い合わせ

2/22(木)

午後1時30分

～3時30分

2/15(
木)

2/16(

金)
2/29(木)

午前10時～

午後1時30分

2／8(木)

午 前10時～

正午

2/1(木)～22(木)

午前8時30分

～午後5時

2/1 ～22

の毎 週木曜日

午後1時30分

～3時30分

市
民
劇
場

女
性
セ
ン

タ

｜

中
央
保
健
セ　

民

時

●糖尿病教室・心臓病予防教室は、健康管理課保健計画係　電話66ｰ7486番へ

●ぼけ老人のおせわ教室は、健康管理課常盤平方面保健室　電話84-1333番へ

健康管理 課保健 計画係(ぼけ 老人 のおせわ 教室の み健康管理課常盤平方面 保健室)

●アレ ルギーは警 告する

～ スギ花粉症から

気管支ぜ んそく まで～　　　　 市　 民

東邦大学医学部附属佐倉病院

内科学教授 ・冨岡　 玖夫氏

●糖尿 病と 合併症

～ 糖尿 病の正しい知識～

市立病院内科部長 ・松島　 保久氏

●糖尿 病の食事療法～食事療 法の基本～　　 糖尿病 患者

市立病院管理 栄養 士・長田　 正明氏　および家 族

●運動 実技～ 体を動かす楽しさを知ろう ～

ＭＫグループ・大矢　和子氏定員先着40人

●糖尿病患者用食 事の調理実習と試食

(2/15・16参加者のうち希望する人）

●高脂血症と動 脈硬化　　　　　 ‾’

～な ぜ高脂血症を放 つておけない か～ 高血圧・高

市立病院健康 管理室長・西出　 敏 雄氏 脂血症患者

●高脂血症　 食 事療法の原則　　　　　　　 と家族

～その基本とポイントについて～　　定員先着50人

市立病 院管 理栄養士・長田　 正明氏

「運動と 健康」につい てのパネル展示と相 談

受付　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 市　 民

※相談日　2/5(月)2/7(水)

●講演「間題行動 への対応 」　　　　　　　 痴呆性老人を

干葉大学教授 ・斉 藤和子氏ほか　　! 介護している

●施設見学　　　　　　　　　　　　　　　 家族など

特別 養護老人 ホーム　　　　| 定員先着50人
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市
・
県
民
税
の
申
告
は

2
/
1
6
～
3
/
1
5
の
間
に

市税は私たちのくらしを支える大きな力です

こ
れ
ま
で
元
旦
は
、
家
族
と

と
も
に
雑
煮
を
食
べ
な
が
ら
・過

ご
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は

市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
新
春

の
市
内
の
風
景
を
眺
め
る
た
め

、

受
付
日
時
・
・
・
2
月
1
6
日
(
金
)
～
3

月
1
5
日
(
金
)
、
午
前
8
時
3
0
分
～
午

後
5
時
（
土
・
日
曜
日
を
除
こ

受
付
場
所
＝
市
役
所
本
館
二
階

大

会

議

室

・

各
支

所

申
告
を
す
る
人
…
平
成
8
年
1

月
1
日
現
在
、
市
内
に
住
ん
で
い

て
、
平
成
7
年
中
に
所
得
が
あ
っ

た

人

や
退

職
し

た

人

な
ど

※
所

得

が

な

く
、

ど

な

た
の

扶

養

に

も

な

っ
て

い

な

い
人

も

、

申

告

が

必
要

で

す

。

申

告
を

し

な

い

と

、

各

種
手

続

き
に

必

要

な

証
明
書
等
の
交
付
が
受
け
ら
れ

ま

せ

ん

。

申

告

を

し

な

く
て

も

よ
い

人

給

与

所

得
の

み

で

、

勤

務

先
か

ら

給

与

支

払

報

告
書

が

市

役

所
に

提

出

さ
れ

、

住
民

税

が

天
引

き

さ
れ

る
人

（

勤

務

先
で

確

認
し

て

く

だ

和
名
ケ
谷

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
煙
突
の
上
で

新
年
を
迎
え

ま

し
た
。

当
日
は
穏
や
か
な
天
候
に

恵

ま
れ
、
初
日
の
出
も
見
る
こ
と

新しい年を迎えて

1月4日の事務始め式

が
で

き
ま
し
た
。
時

間
の
都
合
で
、
早
朝

に
も
か
か
わ
ら
ず
参

加
さ
れ
た
、
す

べ
て

の
方
に

ご
覧
い
た
だ

け
な
か
っ
た
の
が
残

念
で

す
。

広
報
ま
つ
ど
の
元

旦
号
に
も
掲
載
さ
れ

ま
し
た
が
、
一
二
五

ﾒ
ｰ
ﾄ
ﾙ
の
高
さ
か
ら
眺
め

る
日
の
出
は
人
変
厳

か
で

、
感
激
し
ま
し

さ
い
）
　・
所
得
税
の
確
定
申
告
書

を
提
出
す
る
人

東
給
与
所
得
以
・
外
の
所
得

が
二
十

万
円
以
下
の
人
は
、
確
定
申
告

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
市
・

県
民
税
の
申
告
は
必
要
で
す
。

準
備
す
る
も
の
・
・
・
①
収
支
の
分

か
る
帳
簿
な
ど

②
源
泉
徴
収
票
・

給
与
明
細
書
・
支
払
調
書
な
ど
③

7
年
中
に
支
払
っ
た
健
康
保
険
料
・

国
民

年
金
保
険
料
・
生
命
保
険
料
・

損
害
保
険
料
・
医
療
費
な
ど
の
領

収
書
ま
た
は
証
明
書
④
印
鑑
⑤
配

偶
者
の
収
入

が
分
か
る
も
の

や
郵
送
に
よ
る
申
告
も
受
け
付
け

ま
す
。

※
期
間
中
は
駐
車
場
が
大
変
混
雑

し
ま
す
。
車
で
の
来
庁
は

ご
遠

慮
く
だ
さ
い

。

問
市
民
税
課

た

。

思
わ

ず

、

今

年
は

穏
や

か

な

年
で

あ

り

ま

す
よ

う
に
と

、

巾

民
の

皆

さ

ん

の

生
活

の
平

穏

無

事

を
祈

ら

ず
に

は

い

ら

れ

ま

せ

ん
で

し

た

。

さ
て

、
年

も

明
け

て

予

算

編

成

も

最

後
の

詰

め
の

段

階
に

入

っ
て

い

ま
す

。

昨

年
の

暮

れ
に

は

国

の
予

算

が

決

ま
り

ま

し

た

が

、

一

般
会

計

は

前

年
度

比
五

・

八
％

の

増

と

な

っ
て

い

る

も

の
の
、
過
去
最
高
の
二
十
一
兆

円
に
も
及
ぶ
国
債
を
発
行
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
、
大
変

厳

し

い

状
況

に

な

っ
て

い

ま

す

。

松

戸

市

を
取

り

巻

く
経

済

情

勢
も

、

大

変
厳

し
い

見

通
し
で

す

。

し
か

し

、
た

だ

厳
し

い

と

1
月
1
日
現
在
、
市
内
に
事
業

用
の
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い

る

個
人
ま
た
は
法
人
は
、
早
め
に
資

産
税
課
税
課
ま
で
申
告
し
て

く
だ

さ
い
。

正
当
な
理
由
が
な
く
申
告
し

な

か
っ
た
り
、
虚
偽
の
申
告
を
し
た

場
合
は
、
過
料
な
ど
を
科
さ
れ
た

り
、
不
利
益
な
扱
い

を
受
け
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ

さ
い
。

問
資
産
税
課
税
課
償
却
資
産
係

確
定
申
告
書
の
作
成
は

ご
自
身
で
．
提
出
は

郵
送
で
お
願
い
し
ま
す

所
得
税
の
確
定
申
告
書
は
、

ご

自
身
（
ま
た
は
依
頼
を
受
け
た
税

理
士
）
で

作
成
し
、
提
出
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
で
、
医
療

費
控
除
や
住
宅
取
得
等
特
別
控
除

等
を
受
け
る
人
に
は
、
記
載

が
簡

言

っ
て
い

る
だ

け
で

は
良

い

知

恵

も
浮

か

ば
ず

、

事

態
は

好

転

し

ま
せ

ん

。
何

事

も

プ
ラ

ス

思

考
で

真

剣
に

取

り

組
め

ば
、

必

ず
打
開
で
き
る
道
が
開
け
て
く

る

と
信

じ
て

お

り

ま

す
。
私

は

、

「
深

刻
に

な

ら

ず
、

真

剣

た
れ

」

を

座

右
の

銘
に

、

リ

ス
ト

ラ

実

施

計
 

の

遂
行

に

重

点

を
置

く

と

と

も
に

、
そ

の

他

の

事
業

に

つ

い
て

も

徹

底
し

た

見

直
し

を

図
り
、
経
費
の
節
減
を
行
う
こ

と

に
よ

っ
て

今
後

も

安

定
し

た

市

民

福
祉

施

策
を

展

開
し

て

ま

い

り

た
い

と

思
い

ま

す

。

ま

た
、

阪

神
淡

路

大
震

災

か

ら

ち

ょ
う

ど
一

年

た

ち
ま

し

た

。

市
で
は
、
1
月
1
7
日
を
「
乾
パ

単
な
確
定
申
告
書
「
給
与
所
得
者

の
還
付
申
告
用
」
を
用
意
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
自
身
で
確
定
申

告
書
を
作
成
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

税
務
署
で
は
、
確
定
申
告
書
の

記
入
方
法
な
ど
に
つ
い
て
疑
問
の

あ
る
人
の
た
め
に
、
書
き
方
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

税
務
署
で
申
告
書
を
記
入
さ
れ

る
人
は
、
あ
ら
か
じ
め
確
定
申
告

書
用
紙
に
住
所
・
氏
名
・
扶
養
控

除
・
所
得
金
額
欄
な
ど
、
分
か
る

と
こ
ろ

は
記
入
の
上
、
お
い
で

く

だ
さ
い
。

な
お
、
3
月
に
入
る
と
署
内
が

大
変
込
み

合
い
ま
す
の
で

、
早
い

時
期
に
お
い
で

く
だ
さ
い

。

※
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
還
付
申
告
は
、

2
月
1
5
日
以
前
で
も
受
け
付
け

て
い
ま
ず
。

※
す
べ
て
記
載
で
き
た
人
は
、
郵

送
で
の
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
4
月
上
旬
ま
で
、
申
告
相
談
用

建
物
設
置
の
た
め
、
税
務
署
の

駐
車
場
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

問
松
戸
税
務
署
電
話
6
3
・
1
1
7
1

番ン

を

食

べ
る
日

と

し
て

推

奨

す
る
と
と
も
に
、
職
員
の
参
集

訓

練

を

は

じ

め
種

々

の

催
し

を

行

い

、

震

災

を
忘

れ

ず

備
え

を

怠
ら

な

い

よ

う
改

め
て

市
民

の

皆

さ
ん

に

呼

び
掛

け

、

震
災

の

教
訓

を
生

か

し
て

、

よ

り

安
全

で

安
心

な

街

づ

く
り

を

進

め
て

い

き
た

い

と

考

え
て

い

ま

す

。

さ
ら

に

、

平

成
1
0
年

度
か

ら

ス

タ
ーー
ト

す

る

、
二

十

一
世

紀

を
見

据

え

た

総

合
計

画

の

策

定

も

始
ま

り

ま

し

た
。

今

年

は

、

松

戸

市
を

中

長

期
的

に

展

望
し

た
基
礎
づ
く
り
と
い
う
、
大
変

重
要
な
年
で
も
あ
る
と
考
え
て

い

ま

す
。

そ
の

他

さ

ま
き

ま

な

課
題

が

国
勢
調
査
に
つ
い
て
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
に

ご
協
力
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

左
記
の

と
お
り
ま
と
ま

り
ま
し

た
の
で

、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
後
日
発
表
さ
れ
る
確
定

数
と
は
、
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま

平成7年10月1日現在　す。問
総
務
部
庶
務
課
統
計
係

山
積
し
て

お
り
ま
す
が
、
市
民

の
皆
様
の

ご
理

解
と

ご
協
力
を

得
な
が
ら
、
全
力
を
尽
く
し
て

頑
張
っ
て

ま
い

り
た
い
と
思
い

ま

す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
直

接
お
聞
き
す
る
た
め
、
市
長

室
直
通
の
フ
ァ
ク
ス

を
設
置

し
て
い
ま
す
。
市
政
に
対
し

て

感
じ
て

い
る
こ
と
や
建
設

的
な
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
（
1
2
月
末
現
在
二
百
四

十
件
受
信
）。

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
6
6）
2
3
0
1
番

新しく
なった

予 防接 種

上
手
に
予
防
接
種
を
受
け
る
た
め
に
⑥

こ
れ
ま
で

接
種
の
回
数
や
間
　

い
で

し
ょ
う
。

隔
、
受
け
る
と
き
の
健
康
状
態

な
ど
に
つ
い
て
の
質
問
に
お
答
　
Ｂ
Ｃ
Ｇ
（
結
核
）

え
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
ほ

か
に
多
い

お
問
い
合
わ
せ
と
し

て
接
種
後
の
副
反
応
が
あ
り
ま

す
の
で
、
お
話
し
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

Ｄ

Ｐ

Ｔ
（

ジ

フ
テ

リ

ア
・
百

日

せ

き

・

破

傷

風

）

発

熱

は
ほ

と

ん

ど
見

ら

れ

な

く
な

り
ま

し

た

が

、
注

射

を
し

た

と

こ
ろ

が
赤

く

な

っ
た

り

、

腫
（
は
）
れ
た
り
す
る
事
が
あ
り

ま

す

。

一

回
目

の

接
種
で

は
軽

度
で

す

が

、
二

回

目
以

降

の

接

種
で

は

や

や
強

く

な

る
傾

向

が

あ
り

ま

す

。
ま

た

、

発
生

頻

度

も
回

数

を

追
う

ご
と
に

多

く

な

る
よ

う
で

す
が

、

こ
れ

は

免

疫

が
つ
い
て
い
る
た
め
に
起
こ
る

現

象
で

す

。

問保健衛生課

ツ

ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
を

実
施
し

、
陰
性
の
人
に
接
種
し

ま
す
。
ツ

ベ
ル

ク
リ
ン
反
応
は

検
査
で

す
の
で

副
反
応
は
あ
り

ま
せ

ん
。

Ｂ
Ｃ
Ｇ
を
受
け
て
か
ら
一
～

四
週
の
問
に
接
種
し
た
針
の
あ

と
に
、
発
赤
、
硬
結
、
腫
れ
、

皮
形
成
（
か
さ
ぶ
た
が
で
き

る
）
な
ど
の
局
所
反

応
を
起
こ

し
ま
す
。
特
に
反
応
が
強
い
場

合
は
、
膿
疱
(
う
み
を
持
つ
こ

と
)
を
つ
く
る
こ
と
も
あ
り
ま

ず
が
、
痴
皮
を
形
成
し
て
二
～

三
カ
月
で
消
え
、
ほ
と
ん
ど
あ

と
は
分
か
ら
な
く
な
り
ま
す
。

ご
く
ま
れ
に
わ
き
の
下
の
リ
ン

パ
節
が
腫
れ
る
こ
と
か
お
り
ま

ず
。

翌
日
か
ら
腫
れ
る
こ
と
が
多
　

ポ

リ

オ

く
、
一
週
間
前
後
で

消
失
し
ま

す
。
時
に
は
数
日

た
っ
て

か
ら

腫
れ
る
こ
と
ち
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
赤
く
腫
れ
る
ほ
か
に
注
射

部
位
に
硬
結
(
し
こ
り
)
が
で
き

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
少
し
ず

つ
小
さ
く
な
り
ま
す
が
、
数
力

月
残
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
特

に
過
敏
な
子
は
「
上
腕
全
体
が

腫
れ
た
」
と
い
う
報
告
が
何
例

か
あ
り
ま
す
。
家
庭
で
で
き
る

処
置
と
し
て
は
、
水
で
し

ば
っ

た
タ
オ
ル
な
ど
で

冷
や
す
と
よ

副
反
応
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
が
、
ご
く
ま
れ
に
麻
痺
(
ま

ひ

）
を
生
じ
た
例
か
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。
出
現
頻
度
は
日

本

ポ
リ

オ
研
究
所
の
調
査
に
よ

る

と
、
昭
和
5
2
～
平
成
5
年
の
十

七
年
間
二
～
三
百
万
人
に
一

人
と
い

う
報
告
で

す
。

予

防
接
種
の
後
、
何
か
心
配

な
症
状
が
出
た
と
き
に
は
迷
わ

ず
受
診
し
ま
し

ょ
う
。

平成7年　平成2年　増加数　増加率

人口総数　461,489人456,21O人　5,279人　　1.2％

男　　234,134人　232,043人　2,091人　　0.9％

世帯数　171,95/　160,ｱ24　11,233　　7.0%
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松戸市行政リストラ実施計画を策

定

で
き
る
制
度
を
検
討
し
ま
す
。

・

見

直

し

課

題

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
方
法
の

改
革

主

な

項

目

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
体
制
の
整
備

市
民
部
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
支
援
す
る
部
門
を
設
置
し
ま
す

市

民

と

対

応

す

る

窓

口

の

強

化

市
民

に

と

っ
て

最

も
利

用

機

会

が

多
い

の

は

、
支

所

や
さ

ま

ざ

ま

な
相
談
窓
口
で
す
。
こ
れ
ら
窓
口

サ

ー
ビ
ス

の

向

上
の

た
め

、

市

役

所
本

庁
で

し

か

行

っ
て

い

な

か

っ

た
サ
ー
ビ
ス
を
玄
所
で
も
行
え
る

よ

う

に
し

ま

す

。

■
見
直
し
課
題

①
支

所
機

能
の

改
革

②
市
民

相

談

機
能

の

改

革

□
主
な
項
目

支

所
へ

の

テ
レ

ビ
電

話

の
導

入
・
・・

テ
レ

ビ
電

話

を
通

じ

、

支

所
に

お

い

て

市
役

所

本
庁

の

担

当
者

と

書

類
の

記

載

方

法
な

ど
に

つ

い

て

相

談
で

き

る
よ

う
に

な

り

ま
す

（
当

面

モ

デ
ル

支

所

に

設

置

し

て

試

行
）
。

支

所
に

お

け

る
不

在

者

投
票

の

実

施
・
：
こ

れ

ま
で

市

役

所
で
し

か

で

き

な

か

っ
た

選

挙
の

不

在

者

投
票

が
、

市
内

の

八

支

所
で

で

き

る
よ

う

に

な
り

ま

す

。

外

国
人

へ

の

相

談
事

業

の

新

設

市
内
在
住
の
外
国
人
の
日
常
生
活

松
戸
市
行
政
リ
ス
ト
ラ
実
施
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
社
会
環
境
の
変
化
や
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー

ズ
に
的
確
に
対
応
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
よ
り
生
き
生
き
と

満
足
し
て
暮
ら
せ
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

問
事
務
管
理
課

は
じ
め
こ

近
年
、
自
治
体
を
取
り

巻
く
環

境
は
、
高
齢
化
、
少
子
化
や
地
方

分
権
へ

の
う
ね
り
、
経
済
の
低
成

長
、
あ
る
い
は
市
民
の
心
の
豊
か

さ
へ
の
希
求
、
防
災
へ
の

強
い
関

心
な
ど
、
大
き
く
変
化
し
て
い
ま

す
。一

方
、
松
戸
市
で
は
都
市
基
盤

の
整
備
も
あ
る
程
度
進
み

、
人
口

が
安
定
化
し
、
平
均
年
齢
が
上
昇

す
る
な
ど
に
つ
れ
、
市
民
ニ
ー
ズ

は

大

き
く

変
化
し
て

き
て

い
ま

す
。年

々
高
度
化
、
多
様
化

す
る
市

民
生
活
や
社
会
環
境
の
変
化
に
対

応
す
る
た
め
、
こ

れ
ま
で

も
市
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
視
点
に

立
っ
て

行

政

連
営
を

行
っ
て

き

ま
し
た

が
、
施
策
を
大
き
く
再
編
成
す
る

必
要
が
生
じ
て
き
ま
し
た
。
多
様

化
す
る
市
民
生
活
の

中
で

、
ど
の

部
分
を
市
が
担
う
べ
き
か
を
決
定

し
、
そ
れ
を
効
果
的
・
効
率
的
に

実
ま
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
に
な

っ
て
い
る
か
ら
で

す
。

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
を
中

心
と
し
た

「
松
戸
市
行
政
リ
ス
ト

ラ
市
民
会
議
」
の
委
員
の

方
々
に
、

市
民
の

立
場
か
ら
行
政
の
見
直
し

を
お
願
い
し
、「
提
言
書
」
と
し
て

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
市
の
内
部
に
も
「
松
戸

市
行
政
リ
ス
ト
ラ

実
施
本
部
」
を

設
置
し

、
現
行
の
施
策
や
事
務
事

業
の

見
直
し
検
討
を
行
い
、
市
民

会

議
の

ご
何

言
を

踏
ま
え

な

が

ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
よ
り
生
き

生
き
と
、
満
足
し
て
市
民
生
活
を

過

ご
せ

る
こ

と

を
目

的

と
し

て

。

「

松
戸

市
行

政
リ

ス

ト

ラ

実

施
計

画

」

を
策

定
し

ま
し

た

。

計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

「

市
民

と

行

政
の

パ

ー
ト

ナ

ー
シ

ッ

プ
の

強

化

」

と

「
環

境
の

変
化

に

適

応
し

た

施

策
の

再

編
」「

新
た

な

行

政
シ

ス
テ

ム
の

構

築

」

を
目

標
と

し

ま
し

た

。

計
画
で
は
、
市
民
と
市
が
互
い

に

信

頼
し

、
松
戸

と

い

う
［
ま
ち

］

を

協

力
し
で

っ

く
り

上

げ
て

い

く

た
め

に

、「
透

明

性
の

高
い

、
公

平
・

公
正

な

、
市

民

協
働

型

の

開
か

れ

た

行

政
」

を
め

ざ

し
て

い

ま

す

。

ま
た

、

将

来
に

わ

た

っ
て

市
民

が

満
足

で

き

る

行
政

施

策

を
継

続

的
に

行
っ
て

い

く
た

め
に

、「
顧

客

満
足

度

を

念

頭
に

お

い

た

施
策

、

行

政
の

守

備

範
囲

を

明

確
に

し

て

い

く

施

策

、

先
見

的

・

戦

略
的

な

方

針
を

持

っ

た

施
策

、

効

果
・

効

率

（
生

産

性

）

を
常
に

把

握
し

て

い

く

施

策

」
の

実
現

を

め

ざ
し

ま

す

。
そ

し
て

、

市
民

が

満

足
で

き

る

施
策

を

決

定
し

、

実

施
し

、
評

価
を

行

い

、

見

直
し

を
し

て

い

く

市

民

と

行

政

の

パ

ー

ト

ナ

ー

シ

ッ

プ

の

強
化
実
現
を
め
ざ
し
て

(
1
)
市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
応

じ
て
、
市
民
ニ

ー
ズ
は
多
様
化
・

高
度
化
し
て
き
ま
し
た

。
こ

う
し

た
ニ

ー
ズ
の
動
向
を
的
確
に
把
握

し
、
そ
れ
を
整
理
・
分
析
し
て
、

必
要
と

さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を

明
ら
か
に

す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

こ

の
た
め

、
従
来
行
つ
て
き
た
市

民
意
識
調
査
や
モ
ニ

タ
ー
制
度
を

さ
ら
に

強
化
し
、
ニ

ー
ズ
の
よ
０

私
権
的
な
把
握
を
行
い
ま
す
。

・

見

直

し

課

題

工
市
民
意
識
調
査
の
改
革

に

関

す

る

相

談

を
、

市

民
相

談

室

で

受

け

付
け

ま

す

。

7
公
共
施
設
サ
ー
ビ
ス
の

向

上

市

民
の

ニ

ー
ズ
に

合
っ

た

サ

ー

ビ
ス

を

提
供

す

る
た

め

、
公

共

施

設
の

開

節
時

問

な
ど

を

見

直
し

ま

す

。
ま

た

、

社

会
の

変

化
に

適

応

し
た

サ

ー
ビ
ス

を
め

ざ
じ

ま

す

。

■
見
直
し
課
題

①
文
化
・
生
活
関
連
施
設
お
よ

び
サ

ー

ビ

ス
の

改

革

②
教
育
施
設
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス

の

改

革

③

保
育

施

設
お

よ

び

サ

ー
ビ
ス

の

改

革

□
主
な
項
目

図

書

館
本

館

の

夜

間
開

館

の

一

部

試
行
…
図
書
館
本
館
を
、
平
成
8

年

度
か

ら

週

二

目

程
度

夜

間

開

館

し
ま

す
。
当

面

試
行

を
し

な

が

ら
、

将

来
に

向

け
て

定

着
を

図

り
ま

す

。

保
育

所

の

入

所
予

約

制

度
の

新

設

・・
・
こ

れ

ま
で

出

産
後
で

な
い

と

で

き
な

か

っ

た

保
育

所
の

入

所
手

続

を
出

産

前

か
ら

入

所
予

約
で

き

る

よ

う

に
し

ま
す

。

(
8
)
規
制
の
緩
和

社

会

環

境
の

変

化
に

対

応

し
て

②
広
聴
制
度
の

改
革

主

な

項

目

各
種
の
市
民
意
識
調
査
を
総
合
調

整
す
る
機
能
の
確
立
･
･
･
事
業
テ
ー

マ
や

担
当
部
課
ご
と
に
行
っ
て
い

る
市
民
意
識
調
査
の
情
報
を
一
元

的
に

管
理
し
、
そ
の
総
合
調
整
機

能
を
強
化
し
て
市
民
意
識
の
幅
広

い

把
握
に
努
め
ま
す
。

行

政

情

報

の

積

極

的

な

提

供

市
民
と
行
政
が
信
頼
し
と
い

、

協
力
し
て

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
に
は
、
両
者
間
の
行
政
情
報

既
に
役
割
を
終
え
た
り
、
民
間
の

自
由
意
思
で

行
っ
た
方
が
効
果
的

な
も
の
に
加
え
て
い
る
規
制
は

、

廃
止
や
緩
和
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
申
請
や
支
払
い

な
ど
の

分
か
り
に
く
い
手
続
き
は
、
で
き

る
だ
け
簡
素
化
す
る
必
要

が
あ
り

ま
す
。

・

見

直
し

課

題

①
申
請
・
支
払
い
等
の
手
続
き

の
改
革

②
契
約
業
務
等
の
改
革

主

な

項

目

行
政
手

続
条
例
の
制
定
…
行
政
が

行
う
許
認
可

事
務
の
手
続
き
の
透

明

性
を
高
め
、
市
民
の
利
益
を
保

護
す
る
た
め
、
条
例
を
制
定
し
ま

す
。

収
入
証
紙
の
廃
止
…
各
種
証
明
書

な
ど
の
手
数
料
を
納
付
す
る
場
合

証
紙
を
購
入

す
る
必
要
が
あ
り
ま

し
た
が
、
こ

れ
を
廃
止
し
現
金
支

払
に
改
正
し
ま
す
。

の
共
有
化

が
必
要
不
可
欠
で

す
。

こ
の
た
め
「
広
報
ま
っ
ど
」
の
充

実
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

方
法
で

、
透
明
性
の
高
い
行
政
を

め
ざ
し
ま
す
。

・

見

直

し

課

題

①
広
報
紙
等
の
改
革

②
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
の
改
革

③
市
民
へ
の
情
報
提
供
の
推
進

主

な

項

目

広
報
ま
っ
ど
の
発
行
回
数
の
増
と

地
域
版
の
新
設
･
･
･
広
報
ま
つ
ど
の

発
行
回
数
を
増
や
し

、
地
域
情
報

等
き
め
細
か
な
内
容
を
盛
り
込
み
、

積
極
的
に
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

総
合
的
な
シ
ス
テ
ム
を
つ

く
る
と

同
時
に
、
限
ら
れ
た
行
政
資
源
を

効
果
的
・
効
率
的
に
活
用
す
る
た

め
、
行

政
資
源
の

確
保
・
配
分
な

ど
に
つ
い
て

、
見

直
し
を
図
っ
て

い
き
ま

す
。

「
松
戸
市
行
政
リ
ス
ト
ラ

実
施

計
画
」
は
、
議
会
の

審
議
等
の

種
々

の
手
続
き
を
経
た
後
に
、
平
成
8

年
度
か
ら
1
0
年
度
ま
で
の
三
カ
年

に
わ
た
っ
て

実
施
さ
れ
ま
す
が
、

課
題
の
解
決
が
長

期
に
わ
た
る
も

の
や
さ
ら
な
る
検
討
を
要
す
る
も

の
な
ど
は
、
今
後
の
長
期
計
画
へ

の
反

映
等
を
通
じ
て

、
継
続
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で

す
。

ま
た
計
画
の

実
現
の
た
め

、
庁

内
に

進
行
管
理
の

組
織
を
設
け
る

と
と
も
に
市
民
組
織
も
設
置
し
て

ご
意
見
を
伺
う
ほ
か
、
計
画
の
進

行
状
況
を
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
広
報
ま

つ

ど
を
通
じ

て

お
知
ら
せ

し

ま

す
。

※
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
取
り

扱
っ
た
事
務
事
業
の
総
件
数
は

約
三
千
件
。
そ
の
う
ち
見

直
し

③

市

民

参

加

の

促

進

市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ

ー
シ

ッ
プ
を
築
く
た
め
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
市
民
が
市
政
に

参
加
す
る
機

会
を
拡
大
す
る
こ
と
が
重
要
に
な

っ
て
き
ま
す
。

こ
の
た
め

、
行
政
が
行
う
施
策

の

打
画
や
実
施
に
、
市
民
が
参
加

し
や
す
い

環
境
づ
く
り
を
行
い

、

開
か
れ
た
行
政
を
め
ざ
し
ま
す
。

■
見
直
し
課
題

①
審
議
会
等
の
改
革

②
市
民
参
加
の
場
の
拡
大

主

な

項

目

審
議
会
等
委
員
の
選
任
に
関
す
る

基
準
の
策
定
・：
市
が
設
置
し
て
い

る
審
議
会
・
協
議
会
等
の
委
員
の

選
任
に
関
す
る
基
準
を
策
定
し

、

市
民
が
参
加
す
る
機
会
を
増
や
す

と
と
も
に
審
議
会
等
の
活
性
化
を

検
討
の
対
象
に

な
っ
た
も
の
は
約
九
　

百
件
で

、
こ
の
計
画
に
は

二
百
九
十
六
件
が
取
り
上
げ
ら

れ
ま
し
た
（
見
直
し
事
業
の
項

目
は
、
6
～
7
ペ
ー
ジ
の
表
の

と
お
り
で
す
。
各
分
野
ご
と
の

項
目
は
次
の
と
お
り
で

す
）
。

「
松
戸
市
行
政
リ
ス
ト
ラ
実

施

計
画

書
」

を

ご

希
望

の

方

に

は

事

務

管
理

課

で

差
し

上

げ

ま

す

。

図
り
ま
す
。

道
路
緑
花
へ

の
市
民
参
加
…
道
路

空
間
に
花
壇
を
設
置
し
た
り
、
植

樹
が
行
え
る
場
を
提
供
し
、
市
民

参
加
に
よ
る
緑
花
の
推
進
を
図
り

ま
す
。

市

民

と

の

協

力

体

制

の

一

人

暮
ら

し

の

お

年

寄
り

の

安

否

確
認

や

災

害

な
ど
・緊

急

時
の

対

応
で

は

、

町

会
や

自

治

会

な
ど

地

域
で

の

自

主

的
で

即

応

性
の

高

い

活
動
が
重
要
で
す
。

こ

の

た
め

、
こ

れ

ま
で

以

上

に

地
域

の

自

主

的
な

活

動
に

対
す

る

支
援

を

強
め

、
市

民

協

働
や

の

行

政
を

め

ざ
し

ま

す
。

・

見

直

し

課

題

①
町
会
・
自
治
会
へ
の
支
援
方

法

の

改

革

社
会
環
境
の
変
化
に
適
応
し
た

施
策
の
再

編
　
　
　
　

事

業

の

目

的

・

役

割

の

１

見

直

し

戦
後
の
復
旧
対
策
や
古
い
制
度

に

基
づ
い
て

開
始
さ
れ
、
現
在
の

社
会
環
境
に

適
合
し
な
く
な
っ
た

事
業
は
、
目

的
や
役
割
を
見
直
し

行
政
の
守
備
範
囲
を
明

確
に
し
た

上
で

、
廃
止
や
縮
小
ま
た
は
統
合

す
る
な
ど
、
効
果
的
で
効
率
的
な

行
政
運
営
を
め
ざ
し
ま
す
。

」
見

直

し

項

目

の

分

類

①
廃
止
す
る
事
業

②
縮
小
す
る
事
業

③
統
合
す
る
事
業

□
主
な
項
目

前
納
報
償
金
制
度
の
廃
止
･
･
･
市
民

税

な
ど

に

関

す
る

前

納

報
借

金

の

交

付
は

、

サ
ラ

リ

ー
マ

ン

な

ど

税

金

が
給

与

控
除

さ

れ
て

い

る

市

民

に

は

適

用

さ
れ

な

い

な
ど

、
不
公

平
な
面
が
あ
る
た
め
廃
止
し
ま
す
。

か

さ
あ

げ
工

事

資

金

融
資

事

業
の

縮
小

…

浸

水
の

恐

れ

が
あ

る

地
域

が
対

象
の

か

さ

あ

げ
工

事

資

金

融

資

事
業
は

、
治

水

整

備
の

状
況

を

見
な
が
ら
縮
小
し
ま
す
。

新

た

な

市

民

ニ

ー

ズ

へ

の

対

応

今

日

高

齢

化

や

少

子

化

か

進

み

、
ま

た

女

性
の

社

会

参
加

が
増

え

る
な
ど
新
た
な
社
会
環
境
が
形

成
さ
れ
て

き
て
お
り
、
こ

れ
と
と

も
に
行
政
に

対
す
る
ニ

ー
ズ
も
変

化
し
て

い
ま
す
。

こ

の
た
め
、
従
来
行
っ
て
き
た

施
策
は
社
会
環
境
の
変
化
に
合
わ

せ
て

転
換
す
る
な
ど
方
法
を
見
直

し
、
ま
た
新
た
な
ニ

ー
ズ
に
対
し

て

新
規
の
事
業
で

対
応
す
る
な
ど

の
事
業
の
再
編
を
行
い
ま
す
。

■
見
直
し
項
目
の
分
類

①
転
換
す
る
事
業

②
方
法
を
改
革
す
る
事
業

③
新
設
す
る
事
業

□
主
な
項
目

乳
酸
菌
飲
料
配
布
事
業
を
訪
問
電

②
市
政
協
力
員
制
度
の
改
革

主

な

項

目

自
主
防
災
組
織
の
支
援
と
モ

デ
ル

町
会
の
設
置
･
･
･
町
会
や
自
治
会
に

よ
る
地
域
の
自
主
防
災
組
織
の
活

動
を
支
援
す
る
た
め
、
一
定
の
助

成
や
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

市

民

の

社

会

的

活

動

へ

の

支

援

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
か
進
む
中

で
、
よ
り
地
域
に
密
着
し
た
き
め

細
か
い
サ
ー
ビ
ス
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
行
政
が
で
き
る
こ
と

に
は
限
界

が
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の

社
会
的
重
要
性
は
高
ま

っ
て

き
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
市
民
が
自
主
的
に
行

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
す
る

支
援
や
、
市
職
員
が
積
極
的
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
こ
と
が

話
事
業
に
転
換
･
･
･
乳
酸
菌
飲
料
の

配

布

事

業
は

、
一

人

暮
ら

し

の

お

年
寄

り

の

安
否

の

確

認

を

目
的

に

行
っ
て

き
ま

し

た

。
し

か

し

電

話

が
普
及
し
た
今
日
で
は
、
電
話
に

よ

る

確

認
の

方
が

よ
り

効
果

的
で

あ

る

た

め

、

事
業

を

転

換
し

ま

す

。

フ

ァ

ミ

リ

ー

サ

ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

事
業
の
新
設
･
･
･
現
行
の
公
的
保
育

制

度
で

は

カ

バ

ー

が
難

し
い

、

送

迎
や

軽

度

の

病

気
の

と

き
の

保
育

な
ど

を

、

会

員

間
の

相

互

援
助

に

よ
り

行

う
フ

ァ
ミ

リ

ー
サ

ポ

ー
ト

セ
ン

タ

ー
事

業
を

新

設
し

ま
す

。

民
間
賃
貸

住
宅
借
り
上

げ
方

式
の

導

入
･
･
･
高
齢
化
へ
の
対
応
な
ど
多
く

の

市
民

の

ニ

ー

ズ
に

応

え

る
た

め

民

間

が
建

設

す
る

良

質
の

賃

貸
住

宅

を

市

が

借
り

上

げ

、

高
齢

者

な

ど

が

住
み

や

す

い

よ

う
バ

リ

ア
フ

リ

ー

化
し

て

提

供

す

る
な

ど

、

多

様
な

住

宅

施
策

を

展

開
し

ま

す

。

外

国

人

に

よ

る

日

本

語

ス

ピ

ー
チ

コ

ン

テ

ス

ト

出

場

者

を

募

集

2
月
2
4
日
(
土
)
午
後
1
時
開
演

会
場
市
民
劇
場
　
対
象
市
内
お
よ

び
近
郊
に
在
住
の
①
両
親
と
も
日

本
国
籍
を
持
た
な
い
②
在
日
期
間

が
通
算
五

年
禾
満
③
十
五
歳
以
上

④
当
コ
ン
テ
ス
ト
で
入

賞
経
験
の

な
い
人
　
テ
ー
マ
自
由
（
時
間
は

五
分
以

内
）
　
費
用

無
料

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
書
類

選
考
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

周
り
に
対
象
と
な
る
人
が
い
た

ら
教
え
て
あ
げ
て
下
さ
い
。

申
2
月
6
日
(
火
)
[
必
着
]
ま
で
に
、

所
定
の
申
込
用
紙
（
国

際
交
流
協

会
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
ス
ピ

ー
チ
原

稿
を
添
え

て
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で
〒
2
7
1
松

戸
市
根
本
三
八
七
-
五
松
戸
市
役

所
内
国
際
交
流
協
会
へ

平
成
8
年
度
県
政
モ
ニ
タ
ー

を

募

集

し

ま

す

県
民

の

方
か

ら

県

政
に

つ

い
て

の
意
見
・
提
言
を
お
聞
き
し
、
施

策
に

反

映

さ
せ

る

た
め

、
県

政
モ

ニ

タ

ー
を

募
集

し

ま

す

。

任
期
平
成
8
年
4
月
～
9
年
3

月
の

一

年

間
　

募

集
人

員
二

百
人

資
格
平
成
8
年
4
月
以
降
も
引
き

続
き

県

内
に

住

む

予

定
の

、

満
二

十
歳

以

上
の

人
（
公

務

員
、
公

職
の

人

、
過

去
三

年
以

内
に

県
政
モ

ニ

タ

ー
を

経

験
し

た

人

を
除

く

）

主

な

仕

事

①
県

政
に

つ

い
て

の

意

早

提
言
の

提
出
（
随

時
）
②
ア
ン

ケ

ー
ト
へ
の

回
答
（
年
四

回
）
③
県
政
モ

ニ

タ

ー

会

議

へ

の

出

席
（
年

五

同

平

日

）

謝

礼
年

一
万

五

千

円
以

内

申
1
月
3
1
日
(
水
)
「
消
印
有
効
」
ま

で
に
、
ハ
ガ
キ
に
氏
名
（
ふ
り
が

な
)
・
住
所
・
電
話
番
号
・
生
年
月

日

・

性

別

・
職

業

・
県

内

の

居
住

年
数
・
県
政
へ
の
関
心
事
(
百
字

程
度
）
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
1
松
戸

市
小
根
本
七
東
葛
飾
地
域
県
民
セ

ン
タ
ー
(
電
話
6
5
・
3
0
0
8
番
）
へ

外

国

人

に

よ

る

日

本

語

ス

ピ

ー
チ

コ

ン

テ

ス

ト

参

観

者
募

集1
月
2
7
日
(
土
)
午
後
1
時
か
ら

会
場
千
葉
県
教
育
会
館
(
千
葉
市
）

定
員
五
百
人

費
用

無
料

問
県
教
育
庁
生
涯
学
習
部
社
会
教

育
課
 
0
4
3
・
2
2
3
・
4
0
7
1

番

平

成

８

年

度

水
道

モ

ニ

タ

ー

を
募

集

応
募
資
格
県
営
水
道
を
使
用
し

て
い
る
二
十
歳
以
上
の
人
　
任
期

4
月
～
平
成
9
年
3
月
　
内
容
ア

ン
ケ

ー
ト
の
回
答
、
意
見
・
要
望

等
の

提
出
、
施
設
見
学
な
ど
　
謝

礼
年
一
万
円
程
度
　
定
員

五
十
人

（
多
数
の
場
合
は
選
考
）

申
2
月
1
5
日
(
木
)
〔
消
印
有
効
〕
ま

で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
氏
名
（
ふ

り
が
な
）
、
住
所
・
電
話
番
号
・
生

年
月
日

（
年
齢
）
・
性
別
・
職
業
・

水
道
に
つ
い
て

思
っ
て
い
る
こ
と

(
二
百
字
程
度
）
、
返
信
用
ハ
ガ
キ

に
氏
名
・
住
所
を
記
入
し
て

、
〒

2
6
0
千
葉
市
中
央
区
長
洲
一
ー
九

ー
一
県
水
道
局
管
理
部
総
務
企
画

課
広
報
統
計
班
（
電
話
0
4
3
・
2
2
3
・
4

5
0
0

番
）
へ

事

業

系

一

般

廃

棄

物

の

処

理

は

協

同

組

合

で

も

引

き

受

け

ま

す市
か

ら

許
可

を

得
て

、
市

内
の

商

店

や

事

業

所

か

ら

出

る

ご

み

（
事
業

系

一

般
廃

棄

物
）
の

収

集
・

運

搬

を

行
っ

て
い

る

業
者

が

協

同

組

合

を

結
成

し

ま
し

た

。

今

後
は

協

同

組
合

で

組

合

員
に

処

理
の

斡

旋

を

行
い

ま

す

。

問
清
掃
部
管
理
課

国

立

館

山

海

員

学

校

生

徒

募

集
対

象
中
学
校
卒
（
見
込
み

含
む
）

で
十
九
歳
未
満
の
人
　
願
書
受
け

付
け
2
月
9
日
(
金
)
ま
で
　
試
験
日

2
月
1
8
日
(
日
)

問
館
山
海
員
学
校
教
務
課
電
話
0
4

7
0
・
2
2
・
1
9
1
2
番

Ｎ

Ｈ

Ｋ

学

園

通

信

制

高

校

の

生

徒

を

募

集

募

集

科

目

音

通

科

コ

ー

ス

・
選

科

コ

ー
ス

・
社

会

福

祉

コ

ー

ス
　

入

学

受
付
2
月
1
日
(
木
)
～
4
月
1
5
日
(
月
)

※
詳
し
い
案
内
書
は
電
話
で
請
求

し

て

く

だ

さ

い

。

問
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
８
Ｅ
Ｏ
１
係
電
話
0

4
2
5
・
7
2
・
3
1
5
1
番

ク

リ

ー

ン

セ

ン

タ

ー
内

温

水

プ

ー
ル

・

六

実

高

柳

老

人

福

祉

セ

ン

タ

ー

内

の

ふ

ろ

が

臨

時

休

業

し

ま

す

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
温
水
プ

ー
ル
は
2
月
1
1
日
(
祝
)
～
3
月
2
日

(
十
)
、
六
実
高
柳
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
内
の
ふ
ろ
は
2
月
1
1
日
(
祝
)
～
2
6

日
(
月
)
の
間
、
定
期
整
備
の
た
め
休

業
し
ま
す
。

問
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
温
水
プ

ー
ル
 
8
5
・
7
1
0
0

番
、
六
実

高
柳
老
人

福
祉
セ
ン

タ
ー
昔
8
6・

3
4
7
8

番

「
歌

の

街

」

の

放

送

時

間

が

変

わ

り

ま

す

防
災
行

政
用
無
線
で

放
送
し
て

い
る
「
歌
の
街
」
の
放
送
時
開
が
、

2
月
1
日
～
4
月
3
0
日
の
間
、
午

後
5
時
に
変
わ
り
ま
す
。

問
防
災
課

市
民
劇
場

休
館
の

お
知

ら
せ

2
月
2
日
(
金
)
～
1
4
日
(
水
)
の

間
、
市
民
劇
場
は
施
設
改
修

工
事
の

た
め
休
館
し
ま
す
。

問
社
会
教
育
課
市
民
文
化
係

6
6
・
7
4
6
2
番

江

戸

川

左
岸

河

川
敷

緑

地
（
主

水

新

田

地

区

）
は

使

用
で

き
ま

せ

ん主
水
新
田
地
区
の
河
川
敷
ス
ポ

ー
ツ
広
場
は
、
北
千
葉
導
水
事
業

の
し

ゅ
ん
せ
つ
工

事
の
た
め
、
平
成

1
0
年
3
月
ま
で
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

問
公
園
緑
地
課
・
ス
ポ
ー
ツ
課

6
3
・
9
2
4
1
番

市
立
博
物
館
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン

上

映

時

間

を

変

更

1
月
2
7
日
(
土
)
～
3
月
3
1
(
日
)
ま

で

の

毎
土

・
日

曜
日

と

祝

・

休

日

の
第
三
回
目
の
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
上

映
開
始
時
間
を
、
午
後
4
時
3
0
分

に

変
更

し

ま

す

。
な

お

、

第

一
回

目

（
午

前
1
1
時
よ

り

）
・
第

二
回

目

(
午
後
1
時
1
5
分
よ
り
）
の
開
始

時
間

は

従

来
ど

お

り
で

す
。

問
市
立
博
物
館
 
8
4
・
8
1
8
1

番文

化

財

防

火

デ

ー

1
月
2
6
日
(
金
)
午
前
1
0
時
～
1
1
時

会
場
万
満
寺
　

内
容
文
化
財
の
防

火
訓
練

問
社
会
教
育
課
文
化
財
係
容
6
6
・

7
4
6
2

番

商

工

会

議

所

・

な

ん

で

も

相

談

会

2
月
4
日
(
日
)
午
前
1
0
時
3
0
分
～

午
後
3
時
　
会
場
伊
勢
丹
松
戸
店

十
一
階
イ
レ
ブ
ン
ス

ポ
ッ
ト
　

内

容
法
律
相
談
・
税
金
・
登
記
・
不
動

産
売
買
・
建
築
設
計
・
社
会
保
険
・

労
働

保
険
・
教
育
な

ど
　

担
当
者

弁
護
士
・
税
理
土
・
司
法
書
士
・
建

築
士
・
塾
教
師
ほ
か
　

費
用
無
料

問
松
戸
商
工
会
議
所
音
6
4
・
3
1

1
1
番

や

め
よ

う

電

柱

な

ど
へ

の

は

り

紙

・

は

り

札

・

立

看

板

市
で
は
、
街
を
き
れ
い
に
保
つ
た
め
に
、
違
反
し
て
い
る
は
り
紙
、

は
り
札
、
立
看
板
な
ど
の
撤
去
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
住
み
よ
い

き
れ
い
な
松
戸
に
す
る
た
め

、
お
互
い
に
ル
ー
ル

を
守
り
ま
し
よ
う
。

屋
外
広
告
物
を
設
置
す
る
場
合
は
、
届
け
出
を
し
、
許
可
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

問
建
築
指
導
課

新
た
な
行
政
シ
ス
テ
ム
の
構
築

政

策

立

案
・
評

価

制

度

の

充

実

地
方
分

権
の
流
れ
の
中
、
自
治

体
独
自
の

政
策
立
案
能
力
、
さ
ら

に
は
政
策
・
施
策
の

実
施
に
当
た

っ
て

の
評
価
能
力
の

向
上

が
重
要

に
な
っ
て
き
て

い
ま

す
。

こ
の
た
め
、
従
来
の

政
策
立
案

シ
ス
テ
ム
、
評
価
シ
ス
テ
ム
を
さ

ら
に

強
化
す
る
と
と
も
に
、
施
策

が
目

的
に
沿
っ
て
正
し
く
進
め
ら

れ
て
い
る
か
ど
う
か
の
チ
ェ
ッ
ク

機
能
を
充
実
し
ま
す
。

■
見
直
し
課
題

①
政
策
立
案
シ
ス
テ
ム
の
強
化

②
監
査
機
能
の
改
革

□
主
な
項
目

業
績
評
価
シ
ス
テ
ム
の

導
入
促
進

･
･
･
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
適
合
し
た
政

策
の

計

画

・

実

施

・
評

価

・
見

直

し

を

行

っ
て

い

く

た
め

、
政

策

の

目

的

を
明

ら

か
に

し

、
そ

の

達

成

度

を

確
認

し
て

い

く
と

い

う

業

績

評
価
の
「
考
え

方
」
・「
仕

組
み

」
に

つ

い
て

、

導

入

促

進
を

図

り

ま
す

。

行
政
監
査
の
実
施
･
･
･
監
査
委
員
会

に

よ

る

従

来
の

監

査

は

経
理

を

対

象
と
し

た

財
務

監

査
で

し

た

が

、

新
た
に

、

事
業

が

目

的
に

沿

っ
て

効

率

的
に

行
わ

れ
て

い

る

か

ど

う

か

を

監

査

す
る

行

政
監

査

を

実

施

し

ま

す

。

(
2
)
情
報
基
盤
の
整
備

市
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
と
と
も

に
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
も
多
様
化

し

て

き

て

い

る
た

め

、

施

策
の

実

施
に
必
要

な
情
報
が
蓄
積
さ
れ
、

必
要
に
応
じ
て
効
果
的
に
利
用
で

き
る
新
た
な
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構

築
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
な

ど
高
度
に
発
達
し
た
情
報
技
術
も

取
り
入
れ
な
が
ら
、
情
報
基
盤
を

整
備
し
ま
す
。

■
見
直
し
課
題

①
情
報
シ
ス
テ
ム
の

改
革

②
Ｏ
Ａ

機
器
の
活
用
等

□
主
な
項
目

高
度
情
報
化
シ
ス
テ
ム
の
構
築
･
･
･

従
来
の
情
報
シ
ス
テ
ム
を
抜
本
的

に
見
直
し
、
新
保
健
福
祉
シ
ス
テ

ム
な
ど
、
必
要

な
情
報
が
必
要
な

と
き
に
利
用
で

き
る
、
高
度
に
情

報
化

さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
を
展
開
し

て
い

き
ま
す
。

(
3
)
事
業
方
法
の
改
革

政
策
・
施
策
を
実
施
す
る
場
合
、

限
ら
れ
た
行
政
資
源
（
財
源
・
職

員
等
）
を
最
も
効
率
的
に
活
用
し

最
大
の
効
果
を
上
げ
る
よ
う
、
適

切
な
手
段
を
選
択
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
施
策
の

方

法
と
し
て
行
政
が
直
接
実
施
す
べ

き
か
、
民
間
に

対
す
る
助
成
と

す

べ
き
か

、
あ
る
い
は
業
務
委
託

を

す
べ
き
か
な
ど
に
つ
い
て

新
た
な

指
針
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

■
見
直
し
課
題

①
一
律
給
付
の
改
革

②
補
助
金
制
度
の
改
革

③
業
務
委
託
制
度
の
改
革

□
主
な
項
目

敬
老
お
こ

づ
か
い
な
ど
の
一
律
給

付
の
見
直
し
・・
良

寿
社
会
を
迎
え

た
今
日

、
敬
老
お
こ

づ
か
い
や
敬

老
祝
品
な
ど
、
高
齢
者
に
対
す
る

一
律
給
付
は
現
行
の
年
齢
設
定
で

は
意
義
が
薄
れ
て

き
て
い
ま
す
。

そ
の
反
面
新
し
い
社
会
環
境
の
も

と

で

、

在

宅
介

護

サ

ー

ビ
ス

の

充

実

な

ど

が
緊

急

課

題
と

な

っ
て

き

ま
し

た

。
そ
こ

で

、
こ

れ

ら
の

一

律

給
付

を

時

代
に

合

っ

た

も
の

に

見

直
す
こ

と

や

、
よ

り

必
要

性
の

高
い

施

策
に

財
源

を

振
り

向
け

る

こ

と

を

検

討
し

ま

す

。

補
助

金

交

付
に

関

す

る

指

針
の

策

定
･
･
･
補
助
金
の
あ
り
方
に
つ
い
て

行
政

内

部
に

プ
ロ

ジ

ェ
ク

ト

チ

ー

ム

を

設

置
し

て

、

現

在
実

施
し

て

い

る

補

助
金

や

新

た

な
補

助

金
に

つ

い
て

、
指

針

を

策

定
し

ま

す

。

(
4
)
経
費
の
削
減

経

済
の

低

成

長
下

に

お
い

て

、

市
の

財
政

状

況
は

厳
し

さ

を

増
し

て
お
り
、
行
政
内
部
に
お
い
て
も

一

層
の

経

費
の

削
減

が

求

め
ら

れ

て

い

ま

す

。
こ

の

た

め

郵

便

料
金

や

旅
費

等
の

事
務

的

な

経
費

の

節

減
を

積

極

的
に

進

め

ま

す

。

■
見
直
し
課
題

①
事

務

経
費

の

節

減

（
次
頁
に
つ
づ
く
）
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□
主
な
項
目

一
般
文
書
送
付
時
の

封
書
か
ら
は

が
き
へ
の

積
極
的
転
用

…
市
か
ら

発
送
す
る
文
書
の
う
ち
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
を
侵
す
恐
れ
の
な
い

も
の

は
、
極
力
は
が
き
に
転
換
し
ま
す
。

(
5
)
収
入
の
確
保

財
政
の

さ
ら
な
る
健
全
化
に
向

け
て
は
、
支
出
の
削
減
に
加
え
、

収
入
の
確
保
に
つ
い
て
も
努
力
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
税
金
や
使
用
料
の

滞
納
を
で

き
る
だ
け
防
よ
す
る
ほ

か

、
市
の
財
産
の
う
ち
当
面
利
用

し

な
い

不
動

産

を
売

却
す
る

な

ど
、
収
入
確
保
に
努
め
ま

す
。

■
見
直
し
課
題

①
収
納
率
向
上
対
策
の

強
化

②
財
産
の
処
分

□
主
な
項
目

普
通
財
産
（
未
利
用
地
）
の

売
却

促
進
・：
市
の
財
産
で

、
公
の

目
的

に
使
用

す
る

予
定
の

な
い

財
産

（
普
通
財
産
)
の
う
ち
、
今
後
と
も

利
用
す
る
計
画
の
な
い
も
の
に
つ

い
て

、
売
却
を
進
め
ま
す
。

(
6
)
受
益
者
負
担
の
適
正
化

は
、
受
益
者
負
担
制
度
が
設
け
ら

れ
て

い

ま

す

。
こ

の

受

益

と

負
担

の

関
係

は

公

平

性
の

観

点

か
ら

常

に
適
正
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ

の

た

め

、

受
益

者

負

担

制
度
で

あ
る

使

用

料
や

手

数

料
に

つ

い
て

、

料
金

設

定
の

妥
当

性

や

減

免
制

度

の

あ

り

方
を

検

討

し

ま

す

。

■
見
直
し
課
題

①
受

益

者
負

担

制

度
の

改
革

□
主
な
項
目

受
益

者

負

担
の

適

正

化

に
向

け

て

の
指
針
の
策
定
･
･
･
行
政
内
部
に
プ

ロ
ジ

ェ

ク

ト
チ

ー
ム

を

設

置
し

、

現

行
の

使

用

料

、
手

数

料

や

新
た

な

受
益

者

負

担
に

つ

い
て

、

指
針

を

策
定

し

ま

す

。

使
用
料
の
減
免
制
度
の
見
直
し
･
･
･

市

民
セ

ン

タ

ー

な
ど

の

使

用

料
に

は

、

減
免

制

度

が

設
け

ら

れ
て

い

ま

す

が

、
社

会

環

境
の

変

化
の

中

で

公
平

性
の

確

保
の

視

点

か

ら

見

直
し

を
図

り

ま

す

。

(
7
)
市
職
員
の
人
材
育
成

多

様

な

市
民

ニ

ー

ズ
ヘ

の

対

応

や

地

方

分

権
の

進

展
に

よ

る

国

や

用
し
、
効
率
的
な
行
政
運
営
を
図

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

市
民
と
同
じ
目
線
で
仕
事
に
当
た

る
と
い
う
職
員
意
識
の
形
成
、
自

治
体
経
営
の
視
点
を
持
っ
た
人
材

の
育
成
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
職

員
の
有
効
活
用
を
行
う
た
め
部
門

間
に
お
い
て

職
員
の
相
互
応
援
体

制
を
充
実
し
ま

す
。

■
見
直
し
課
題

①
職
員
の
意
識
改
革

②
職
員
研
修
の
改
革

③
職
員
の
有
効
活
用

□
主
な
項
目

民
間
シ
ン

ク
タ
ン
ク
ヘ
の
職
員
派

遣
研
修
の
実
施
･
･
･
最
新
の
経
営
情

報
、
情
報
分
析
シ
ス
テ
ム

を
修
得

し

、
行
政
経
営
能
力
を
高
め
る
た

め
に
、
民
間
シ
ン
ク
タ
ン

ク
な
ど

へ
職
員
を
派
遣
し
ま
す
。

部
局
内
の
職
員
応

援
体
制
の

充
実

･
･
･
業
務
の
負
荷
の
増
減
に
対
応
し

て

、
同
じ
局
内
ま
た
は
部
内
に
お

け
る
職
員
の
に

援
体
制
を
充
実
さ

せ
、
機
動
的
・
効
率
的
に
業
務
を

行
い
ま
す
。

県
か
ら
の
権
限
委
譲
に
伴
い
、
市
　
(
8
)

の
行
政
執
行

能
力
の

向
上

、
特
に

民
間
活
力
の
積
極
的

導
入

の
民
間
へ
の
委
託
を

進
め
ま
す
。

■
見
直
し
課
題

①
民
間
へ
の
業
務
委
託
の
推
進

□
主
な
項
目

ユ

ー
カ
リ
交
通
公
園
の
業
務
委
託

･
･
･
ユ
ー
カ
リ
交
通
公
園
は
、
市
民

に

交
通
ル

ー
ル

を
知
っ
て

も
ら
い

交
通
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
を

目
的
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
業
務

を
民
間
に
委
託
し
ま
す
。

(
9
)
事
務
事
業
の
改
革

行
政
に
は
、
最
小
の
経
費
で
最

大
の
効
果
を
あ
げ
る
よ
う
努
力
す

る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら

れ
て

い
ま

す
。
規
模
に
か
か
わ
ら
ず
、
事
業

は
不
断
の
見

直
し
を
行

う
こ

と
が

必
要
で

す
。

こ

の
た
め

、
日
常
の
事
務
事
業

に
つ
い
て

積
極
的
に
見
直
し
を
行

い
ま
す
。

■
見
直
し
課
題

①
行
政
事
務
の
改
革

②
各
印
局
共
通
事
務
の
一
括
管

理

□
主
な
項
目

市
文
書
の
一
部
公
印
省
略
･
･
･
ほ
か

の
行
政
機
関
宛
の
文
書
に
つ
い
て

極
力
公
印
を
廃
止
す
る
な
ど
、
公
文

行
政
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
　
市
職
員
の
意
識
改
革
や
能
力
開
発
　
　
民
間
の
ノ
ウ
・
ハ
ウ
が
十
分
に
　
書
の
押
印
廃
止
を
よ
り
一
層
進
め

う
ち
、
税
金
だ
け
で
提
供
す
る
こ
　

は

重
要
な
課
題
で
す
。
そ
れ
と
と
　

生
か
せ

、
効
果
的
・
効
率
的
に
市
　

ま
す
。

と
が
適
当
で
な
い
も
の
に
つ
い
て
　
ち
に
限
ら
れ
た
人
材
を
有
効
に
活
　
民
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
で
き
る
業
務
　
契
約
担
当
部
門
の
新
設
・
・
・
入

約
制

度

の
公

正

・

透

明

性
を

高

め

る
た

め

、

各

部
門

ご
と
に

行
っ

て

き

た
工

事

請

負
な

ど

の

契

約

業
務

を
、
一
元
に
契
約
担
当
部
門
で

行

う
よ

う

に
し

ま

す
。

(
1
0
)
行
政
組
織
の
活
性
化

市
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
や
地
方

分

権

の

流

れ
の

中
で

、
市

は
こ

れ

ま
で

以
上

に

政

策
の

企

画

立

案

・

実
施

・

評

価
の

能

力
を

高

め

る

必

要

が

あ

り

ま
す

。

ま
た

、

行

政

組

織
に
つ

い

て

は

、

タ
テ

割

り

の

弊

害
を
な
く
す
こ
と
や
、
無
駄
の
な

い

効

率

的

な
姿

に

す

る
こ

と

が

求

め

ら

れ
て

い

ま

す

。
こ

の

た

め

組

織
の

形

態

を
見

直

し

、
政

策

立

案

能
力

等

の

強
化

を

図
り

ま

す

。

同

時
に

、

組

織
の

統

合
や

縮

小

な

ど

の
見

直

し

、
機

動

的

・

横
断

的

な

組
織
づ
く
り
、
職
員
の
定
員
管
理

の
適
正
化
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
見
直
し
課
題

①
行
政
組
織
の
改
革

②

職
員

定

員
管

理
の

適

正

化

□
主
な
項
目

企

画
部

門

と
事

業

部

門
の

機

能

の

明
確
化
･
･
･
市
全
体
の
企
画
調
整
部

門

を

強
化

す

る
と

と

も
に

局

に

は

企
画
担
当
課
、
部
に
は
企
画
担
当

係

を

設
置

し

、
効
集

的
で

効
率

的

札
契
　

な
行
政
運
営
を
行
い
ま
す
。

庁
内

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
の
活

用
･
･
･
新
た
な
政
策
課
題
を
見
い
た

し
、
こ

れ
に
こ

た
え
る

べ
き
ふ
さ

わ
し
い
新
た
な
制
度
・
施
策
を
開

発
す
る
た
め
、
既
存
の

部
課
と
い

っ
た
機
構
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
職

員
か
ら
な
る
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ

ー
ム
を
随
時
設
置
し
ま
す
。

(
1
1
)
公
営
企
業
等
の
活
性
化

公
営
企
業
や
公
社
・
財
団
な
ど

の
外
郭
団
体
は
、
医
療
・
福
祉
・

文
化
な
ど
の
分
野
で

重
要
な
位
置

を
占
め
て
い
ま
す
。
経
営
の
健
全

化
を
図
り
つ
つ
こ

れ
ら
を
活
性
化

し

、
さ
ら
に

良
質
の
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
こ

と
を
め
ざ
し
ま
す
。

■
見
直
し
課
題

①
外
郭
団
体
の
活
用

②
公
営
企
業
の
経
営
健
全
化

□
主
な
項
目

文

化
振
興
財
団
に
よ
る
「
森
の
ホ

ー
ル
2
1
」
等
の
管
理
運
営
･
･
･
文
化

※○数字は実施年度を示します。し　事　業　一　覧見　直

振
興
財
団
は
、
優
れ
た
芸
術
文
化

の
招
へ
い
や
地
域
文
化
の
振
興
の

た
め
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
が
、「
森

の
ホ

ー
ル
2
1」

等
の
管
理
運
営
を

併
せ
て

行

う
こ

と
に

よ

り
、

さ

ら
に
充
実
し
た
事
業
展
開
か
可
能

に
な
り
ま
す
。

福
祉
公
社
に
よ
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
事
業
の
拡
大
･
･
･
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
（
在
宅
介
護
)
サ
ー
ビ
ス
の

需
要

は
年
々
増
大
し
て
お
り
、
そ

の
ニ
ー
ズ
は
早
朝
・
夜
間
に
も
及

ぶ
な
ど
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
今
後
さ
ら
に
市
で
行
っ

て
い
る
業
務
を
福
祉
公

社
に
委
託

し
、
事
業
を
充
実
・
強
化
し
ま
す
。

国

民

の

祝
日

「
海

の

日

」

制

定

の

①

記
念

歌

歌

詞

②

ポ

ス

タ

ー
を

募

集

募
集
内
容
①
海
の
ロ
マ
ン
や
海

へ
の

親
近
感
を
表
し
た
も
の

、
海

で
働
く
人
た
ち
の
喜
び
を
表
現
し

た
も
の
な
ど
、
海
を
テ
ー
マ
に
し

た
も
の
で
、
誰
も
が
気
軽
に
明
る

く
口
ず
さ
む
こ

と
が
で
き
る
も
の

②
海
の
恩
恵
、
海
へ
の
親
近
感
な

ど
、
海
を
テ
ー
マ
に
し
た
ポ
ス
タ

ー
図
案
　
募
集
期
限
3
月
3
1
日
(
日
)

消
印
有
効

※
応
募
規
定
等
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
国
民
の
祝
日
「
海
の
日
」
を
祝

う
実
行
委
員
会
 
0
3
・
3
5
5
2
・

5
9
6
1

番

洋

裁

科

・
ト

レ

ー

ス

科

生

徒

募

集対
象
就
職
を
目
的
と
し
た
十
八

歳
以
上
の
女
性
　

募
集
定
員
各
二

十
人
　
募
集
期
間
1
月
3
1
日
(
水
)
ま

で
　
試
験
日
2
月
1
4
日
(
水
)

問
千
葉
高
等
技
術
専
門
校
電
0
4
3
・

2
3
2
-
7
6
3
3
番

松

戸

駅

市

民

ギ

ャ

ラ

リ

ー

の

利

用

受

け
付

け

と

説

明

会

抽
選
日
1
月
2
9
日
(
月
)
 
4
月
1
2

日
(
金
)
～
6
月
3
0
日
(
日
)
の
利
用
分

午
後
6
時
3
0
分
か
ら
　
会
場
京
葉

ガ
ス

Ｆ
松

戸
ビ
ル

六

階
会
議

室

持
ち
物
筆
記
用

具
・
印
鑑

※
そ
の
後
空
き
が
あ
れ
ば
、
3
0日

(
火
)
か
ら
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

問
社
会
教
育
課
市
民
文
化
係
電
6
6

・
7
4
6
2

番

千

葉

県

農

業

基

本

調

査

に

ご

協

力

を

2
月
1
日
現
在
で
行
わ
れ
る
調

査
は
、
県
・
市
町
村
が
行
う
種
々

の

農
業
行
政
の
企
画
や

実
施
の

際
、

重
要
な
基
礎
資
料
に
な
り
ま
す
。

調
査
員
が
訪
問
し
た
と
き
は
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
総
務
部
庶
務
課
統
計
係

県

の
卓

越
し

た
技

能
者
（
名
工

）

に
選

ば

れ

ま

し

た

平
成
7
年
度
県
の
卓
越
し
た
技

能
者
に

、
金
型
検
査
工
部
門
で
吉

田
喜
一
氏
[
日
立
粉
末
冶
金
㈱
〕
が

建
築
大
工
部
門
で
仲
村
昆
宜
氏
[
㈱

仲
村
工
務
店
〕
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

問
商
工
課
労
政
係

平
成
8
年
度
保
育
所
（
園
）

へ

の

入

所

申

請

受

け
付

け

中

受
付
期
限
1
月
3
1
日
(
水
)
　
受
付

場
所
保
育
所
課
　
申
請
書
の
配
布

保
育
所
課
お
よ
び
各
保
育
所
（
園
)

で
　
入
所
の
決
定
3
月
中
旬
に
通

知問
保
育
所
課
措
置
係

利

子

補

給

の
受

付

開

始

市
で
は
毎
年
一
回
、
中
小
企
業

向
け
融
資
制
度
の
利
用
者
が
金
融

機
関
へ

支
払
っ
た
利
子
の
一
部
を

補
助
し
て
い
ま
す
。

受
付
期
間
1
月
2
5
日
(
木
)
～
3
1
日

(
水
)
　
会
場
市
役
所
本
館
二
階
大
会

議
室

※
該
当
者
に
は
通
知
書
を
発
送
し

ま
し
た
。
2
5
日
(
木
)
ま
で
に
届
か

な
い
場
合
に
は

ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

問
商
工
課
融
資
係

平
成
8
年
度
千
葉
県
生
涯
大

学

校

東

葛

飾

学

園

（

浅

間

台

校

舎

）

学

生

を

募

集

対
象
県
内
在
住
の
六
十
歳
以
上

の
人
　
募
集
定
員
福
祉
科
・
園
芸

科
各
七
十
人
・
生
活
科
三
十
人

願
書
配
布
・
受
付
期
間
2
月
5
日

(
月
)
ま
で
　
入
学
案
内
配
布
場
所
な

が
い

き
課
・
各
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
・
東
葛
飾
支
庁
社
会
福
祉
課

問
千
葉
県
生
涯
大
学
校
事
務
局
容

0
4
3
・
2
6
6
・
4
7
0
5
番

小

・

中

学

校

入

学

通

知

書

を

各

家

庭

に

郵

送

し

ま

す

今
春
4
月
、
市
立
小
学
校
へ
約

四
千
四
百
人
、
市

立
中
学
校
へ
は

約
四
千
九
百
人
が
入

学
す
る
予
定

で

す
。

入
学
通
知
書
は
、
1
月
下
句
に

各
家
庭
に
郵
送
す
る

予
定
で

す
。

該
当
す
る
お
子
さ
ん

が
い
て

、
通

知
書
が
届
か
な
い
場
所
は
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

小

・
中

学

校

の

学

区

が

一
部

変

わ

り

ま

す

4
月
か
ら
次
の
地
域
の
学
区

（
通
学
区
域
）
を
変
更
し
ま
す
。

問
学
務
課
学
務
係
 
6
6
・
7
4
5

7
番

悪

質

な

訪

問
販

売

等

に

巻

き

込

ま

れ

な

い
た

め

に

、

講

座

の

開

催

を

援

助

し

ま

す

し
つ
こ

い
訪
問
販
売
に
困
っ
た

こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
　

説
明

で
う
そ
を
つ
い
た
り
、
脅
し
た
り

す
る
悪
質
な
事
例
も
、
消
費
生
活

セ
ン

タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

悪
徳
商
法
に
つ
い
て
、
講
座
形

式
で

勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

内
容
希
望
す
る
日
に

希
望
の
場
所

へ
、
専
門
の
講
師
を
派
遣
　

対
象

十
人
以
上
の
ブ
ル
ー
フ
（
老
人
会
・

町
会
な
ど
）
　

費
用

無
料

※
会
場
の
都
合
の
つ
か
な
い
場
合

も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

申
希
望
日
の
三
週
間
前
ま
で
に
電

話
で
、
消
費
生
活
課
（
6
6
・
7

3
2
9

番
）
へ

牛

乳

紙

容

器

は

り

紙

コ

ン

テ

ス

トテ

ー
マ

自

由
　

規

格

牛
乳

バ

ッ

ク
・
キ
ャ
ッ
プ
を
使
用
し
（
千
代

紙

・
コ

ー
ヒ

ー

牛
乳

、
ジ

ュ

ー
ス

類
の
パ
ッ
ク
等
は
不
可
)
、
四
十
五

ｾ
ﾝ
ﾁ
×
六
十
五
ｾ
ﾝ
ﾁ
 
前
後
の
作
品
。
台

紙
は

ベ
ニ

ヤ

板

、
厚

紙

、

発

砲
ス

チ
ロ
ー
ル
等
を
使
用
　
部
門
幼
稚

園
の
部
、
小
学
生
低
学
年
の
部
(
一

～
三
年
）
、
小
学
生
高
学
年
の
部

(
四
～
六
年
）
、
中
学
生
・
高
校
生

の

部
、

一

般
の

部

※
絵
具
等
の
着
色
は
無
効
。

※
台

紙

の

地
肌

は

見

え

な
い
こ

と

。

※
応

募

者

全
員

に

参

加

賞

あ
り

。

申
2
月
1
5
日
水
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

作
品
裏
面
に
作
品
名
・
住
所
・
氏

名
(
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
名
）
年
齢
・

電

話

番

号

を
記

入

し
て

、

〒
2
6
0千

葉
市
中
央
区
千
葉
港
四
ー
三
千
葉

県
酪
農
農
業
協
同
組
合
 
0
4
3

2
4
3
・
1
3
1
2

番

）
へ

水

道

週

間

ポ

ス

タ

ー
・

標

語

作

品

募

集

テ
ー
マ

「
水
の
大
切
さ
・
水
の

有
効
利
用
」
を
訴
え
る
も
の
　
規

格
ポ
ス

タ
ー
 
 Ｂ
３
判
（
三
十
六

ｾ
ﾝ
ﾁ
×
五
十
一
ｾ
ﾝ
ﾁ
)
 
イ
ラ
ス
ト
・
版

画
で
も
可
、
標
語
＝
官
製
は
が
き

一
枚
に
一
点
　

応
募
資
格
県
内
在

住
の
人

※
応
募
者
全
員
に
参
加
費
あ
り
。

入
賞
者
は
6
月
1
日
号
の
「
県

水
だ
よ
り

」
紙
上
で
発
天

。

申
1
月
3
1
日
(
水
)
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

応
募
作
品
に
学
校
名
と
学
年
ま
た

は
、
職
業
・
氏
名
(
ふ
り
が
な
）
・

年
齢
・
電
話
番
号

を
記
入
し
て
、

〒
2
6
0
千
葉
市
中
央
区
長
洲
 
一
ー
九

ー
一
千
葉
県
水
道
局
管
理
部
総
務

企
画
課
広
報
統
計
班
（
0
4
3
・
2
2
3

4
5
0
0

番
）
へ

道

路
は

正
し

く

美

し

く
使

い

ま

し

よ

う

歩
道
や
車
道
は
み
ん
な
が
利
用
し
ま
す
。
通
行
の
妨
げ
と
な
る

「
商
品
」
や
「
看
板
」
な
ど
は
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

問
道
路
課

対
象
地
域

学
区
の
変
更

六高台8丁目1番地、15・16番地､18～21番地、'

25番地､31番地､65番地.67～69番地､75番地、

77～80番地､82番地

小学校

六実第三小学校(現)→高木第二小学校(新)

中学校

六実中学校(現)→第四中学校(新)

見直し課題　｜　　　　　見　直　し　事　業　名

業務委託⑧・老人日常生活用具給付・貸与事業

業務委託⑧・老人日常生活用具給付・貸与事業　　　　

(9)事務事業の改革

行政事務の改革

現金 出納日 計処理日数 の短 縮⑧・公共料金 の口

座振替払いの実施 ⑨・伝票 審査の変更による事

務処理の軽減⑧・市作成文書の一部公印省略⑧

・職員採用試験の見直し⑧・職員表彰の見直し

⑧・職員被服貸与 の一部見 直し ⑧・職員健康管

理業務の一部見直し⑧・庁議の活性化⑧・市政

ビデオ上映機会の拡充⑧・記者発表のマニュア

ル化⑧・経常的経費の枠配当の検討⑨・予算執

行管理の委譲の検討⑨ ・収 納代理金融機関 に関

する事務処理方法の変更⑧・庁用車両の集中管

理の拡大⑧ ・物品伝票 の各課移管⑧ ・税情 報に

関するニーズ把握⑧・給与支払報告書印刷費の

節減⑧・新規事業所把握事務の強化⑧・未申告

事業所へのＰＲ⑨・口座振替案内書の改善⑧・

不納欠損の適正処理⑧・ごみ等統計事務の見直

し ⑧・ご み処理計画 進行管 理の強化⑧ ・ご み処

理許可業者実態把握と指導⑧・ごみ多量排出業

者対策の充実⑧・全事業者届出制度の改正⑧・

生活排水指導の啓発効 果測定の実施⑧ ・空き地

の雑草等の駆除指 導の改善 ⑨ ・水質汚濁発 生源

対策強化⑧・環境情報の収集・解析・提供⑧・

騒音の測定方法の見直し⑧・建設業者への安全

指導講習会の見直し ⑧・道路の維持管理基 準の

策定⑩・開水路等 の流底 構造の見直し⑧ ・下水

道維持管理基準の策定⑩・震災対策に係わる設

計チェックリストの設定⑨・市有建築物の監理

・検査等における資料の簡略化⑨・市有建築物

の現況調査のマニュアル化⑧・市有建築物維持

管理のための点検ブーの設置⑨・市有建築物耐

震改修推 進委員 会の設置⑧ ・建築物 確認シ ステ

ム利用の建築物統計の打ち出し⑩・松戸市基準

点の状況把握の強化⑧・契約事務における閲覧

方式の導入⑨・市立病院公用車両の見直し⑧・

人間ドック利用の促進⑧・救助隊の再編成⑧・

女性消防団員の採用⑨・消防表彰式の廃止⑧・

防火協会・危険物安全協会事務のパート化⑧・

防火防災指導の対話方式化⑧･議会委員会室(特

別 ・第 ３) を 会議室として期 間貸出 ⑧・議会図

書室 の機能 の検討⑩・安全衛生意識 の啓発⑧ ・

学校への現物支給対象品目の統一化⑨・文化活

動実行委員制 度の導入⑩ ・行 政内 専門 職員によ

る協力体制 ⑩・文化財保護協力員 による 巡回点

検⑧・市民の講座運営参加・ニーズ把握⑧・成

人講 座のニ ーズ把握 ・カ ルチャ ー情報の収集⑨

・移動図書館の巡回場所の見直し⑩・広報委員

会 の設置⑧・選挙事務委 嘱基準の策定⑨ ・施設

借上使用料の振替払い⑧・支所管轄区域と投票

所区 域の見 直し ⑨ ・選挙ポ スタ ー掲示場設置場

所 の見直し ⑧

各部局共通事務の一括管理| 契約担当部門の新設⑧

(10)行政組織の活性化

各部に企画担当組織を設置⑧・庁内プロジェク

用⑧ ・国 際交流室の設置⑧ ・観 光

担当組織の設置⑧

職員採用計画の見直し⑧・若年勧奨退職制度の

改正⑧・臨時職員登録制度の充実⑧・臨時職員

・非常勤職員の制度の 検討⑧

(11)公営企業 等の活性化

行政組織の改革

職員定員管理の

地区社会福祉 協議会 の推進と活動拠点の確保 ⑨

・社会福祉協 議会に おけるプロ パー職員の段 階

的な採用⑨・生きがい福祉事業団の強化⑥・シ
外郭団体の活用　ルバー人材センタ一事業の強化⑧・福祉公社に

よるホームヘ ルプサ ービ ス事業の拡大 ⑧・文化

振興財団による 森のホ ール21等の管理運 営⑨

ＭＣＳの経営改善計画の策定の指導⑧・水道使

用料の改定⑧・水道部組織の見直し⑧・使用料公営企業の経営  

出納 ・賦課業 務の電算 化⑧ ・市立 ２病 院の経営

の統合管理計画策定⑧・医療担当職員の原価意
健全化　　　　　

識向上⑧ ・定 数管理計画の策定⑧ ・院内 保育所

保育料の改定⑨・実習生受入経費の確保⑨・施

設管理公社の研修改革⑧

：　見直し課題　　　　　　　見　百　し　事　業　名　　　　　　　見直し課題　　　　　　　見　直　し　事　業　名　　　　　　　見直し課題　　　　　　　見　直　し　事　業　名

１　市民と行政のパートナーシップの強化実現をめざして　　　　　　　　　　学校余裕教室の活用⑧・小中学校の学区の見直　政策立案システ   政策の業績評価制度の導入促進⑧・政策調整会

(1)市民ニーズの把握　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育施設及びサ　し⑩・市立幼稚園経営の見百し⑨⑩・特色ある　ムの強化　　　　議の設置⑧・広域行政の推進⑧

サービスの改革　　市立高校への見直し⑩・図書館（本館）の夜間

女性行動計画進行管理評価の市民意識調査の実          　　　　　　　　　開館の一部試行⑧　　　　　　　　　　　　　監査機能の強化 行政監査(事務監査)の実施⑧

市民意識調査の  施⑧・各種の市民意識調査を総合調整する機能改革　　　　　　の確立⑧・市民意識調査実施ノウハウの蓄積と　　　　　　　　　保育サービス再構築と保育施設整備の計画策定　（2）情報基盤の整備

活用⑧       　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保育施設及び 　及び推進⑧・保育所入所予約制度の実施⑧

サービスの改革　　時的保育サービスの拡充⑧・すくすくサポート　　　　　　　　　ＷＡＮの導入⑧・既存ハードウエ戸の統廃

消費生活モニターの人気延長と事業の見直し⑧        　　　　　　　　　（子育て支援）ネットワークの拡充⑧　　　　　　　　　　　　　合⑧・庁内LＡＮの導入⑧・予算編成システム

広聴制度の改革  市政モニターの選出方法及び任意の見直し⑧         情報システムの の開発⑧・保健福祉システムの開発⑧・税情報こどもモニターの活用⑧　　　　　　　　　　（8）規制の緩和　　　情報システムの改革　シスナムの監査⑧・新保健福祉システムの構築
改革　　　　　　⑨・新税システムの構築⑨・住民業務情報シス

（2）行政情報の積極的な提供　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　収入証紙の廃止⑧・寄附受入手続きの迅速化⑧　　　　　　　　　テムの禍築⑧・財務情報システムのメンテナン

寄附・募集許可制度のあり方の検討⑨・行政手　　

まつどブランドの創造と広報⑨・広報紙発行回　手続きの改革  続条例の制定⑧・催促状の改善⑧・納付書の改　　　　　　　　　　　　　　　　-－---‥　　　　--－-

数の増加⑧・広報紙地域版の新設⑧・市民手帳　手続きの改革 市営住宅に係わる手続きの簡素化⑨ まちづ　　　　高速製本印刷機の導入による印刷費の軽減⑧・
広報紙等の改革　の強化、充実⑨・こども新聞の対象・内容等の　　くり指導要綱の見直し⑧　　ＯＡ機器の活用　財務用ＯＡ機器の拡充⑧・住民蜻報用ＯＡ機器

見直し検討⑨　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                　　　　　　                          等　　　　　　の拡充⑧・事業ごみ排出者対策業務のOA化⑧
契 約業 務等の改革　 多様な入札制 度の導入⑨　　　　　　　　　　　　　　　　　 消防 団業務のＯＡ化 ⑧

起案シシステム構築による文書管理の一元化⑧

情報提供システム　公文書公開推進委員会による情報提供の構築⑦　２　社会環境の変化に適応した施策の再編　　　　　　（3）事業方法の改革

ムの改革　　　　 ・市 政見学会の充実 ⑧・年四 指名 契約業者及び　 （1）事業 の目 的・役割の見 直し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　---- 一

指名基準の公表等⑧・議会会議録の見直し⑧　　                                                                           　　一律給付の改革　敬老おこづかい等の一律給付の見直し⑨

前納報償金制度⑨・商店街近代化講習会に係る

行政手統条例のリーフレットによる広報⑧・貸　　　　　　　　　調査委託事業⑧・勤労青少年の日のスポーツ大　　　　　　　　　補助金交付に関する指針の策定⑧・農業基本構

市民への情報提　家住宅軽減制度のＰR⑧・納税義務者への課税　　　　　　　　　会⑧・灯油価格調査事業⑧・競輪場消毒事業⑧　　　　　　　　　想による振興要綱及び各種制度頁金の見百し⑨

供の推進　　　　明細書の送付⑧・広報による環境情報の提供⑧　廃止する事業　　　母子栄養食品の支給事業⑧・老人医療に係る　　　　　　　　　　・国民年金保険料納入組合補助金の見直し⑨・
文化財散策コースのＰＲ⑧　　　　　　　薬剤容器代支払事業⑨・老人福祉施設入所費用　補肋金制度の改　国民健康保険料納付組合補助金の見直し⑨・職

肋成事業⑧・乳児医療に係る薬剤容器代支払事　革　　　　　　　　員共済組合交付金の20％削除⑧・団体運営費補

③市民参加の促進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　業⑨・市指定（単独）の救急病院制度⑧・中学　　　　　　　　　肋舍等の20％削減⑧⑨・農業共済組合松戸地区

校ミルク給食1円補助事業⑧　　　　　　　　　　　推進協議会補助金の廃止⑧
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忘れないで･･･

淡路大震災
昨年の1月17日午前5時46分、淡路島の北部から神戸市の中心街を走る活断

した大規模な地震が発生。死者約6,300人、負傷者約41万人という未

曾有(みぞう)の大惨事に襲われました。あれから１年たった現在でも、なお多

い命を代償に、私たちに突きつけられた貴重な教訓は、どう生かさ

れているのでしょうか。

この1年間の市の防災対策の経過を振り返ると同時に、防災の基本「自分の

をまとめてみました。もう一度、家族で確認してください。　　問防災課

防災関係期間が連携して

行っ

自主防災組織は防災の要

食糧･水の備蓄状況

●食糧
…………40,000 食乾パン

ビスケット ……………131,500食

アルファ米 ………………8,340食

●水

245CC缶 …………………15,930缶

1.5㍑ボトル………………7,500本

大
震
災
の
教
訓
は
ど
う
生
か
さ
れ
た
の
か

～
こ
の
一
年
間
の
市
の
主
な
取
り
組
み
～

阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
、
災
害
時
の
初
動
体
制
な
ど
さ
ま
ざ
ま
問

題
点
が
提
起
さ
れ
、
国
や
県
、
市
町
村
の
災
害
対
策
計
画
に
大
き
な

教
訓
を
与
え
ま
し
た
。

市
で
は
震
災
へ
の
備
え
と
し
て
、
昭
和
6
3
年
に
「
地
域
防
災
計
画
」

（
災
害
時
に
市
が
市
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
に
何
を
す
る
か

計
画
し
た
も
の
）
を
策
定
し
ま
し

た
が
、
あ
の
よ
う
な
大
規
模
な
都

そ

の

時

、

あ

わ
て

な

い
た

め

に

「
防
災
は
、日
頃
か
ら
の
心
が
け
」

心の備えは万全ですか？

教　　　 大震災では災害が同時に多発し

訓たため、災害直後の市職員等の参

集は全体の約2割。初期の救助・

救援活動も極めて困難でした。

地
震
は
「
い
つ
、
ど
こ
で
」
起
き
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
わ
ず
か
数
十
秒
の
揺

れ
で
、
私
た
ち
が
築

き
上

げ
て
き

た
家
庭
を

、
地
域

を
、
そ
し
て

街
を
一

瞬
に
し

て
破

壊
し

、

消
し
去
っ

て
し

ま
う
恐

ろ
し
い

も
の
で

す
。

し
か
し
、

残
念
な
が

ら
そ
の

発
生
を

防
ぐ
こ
と
は

も
ち

ろ
ん

、
予
測
す

る
こ

と
さ
え

困
難

で
す
。
私

た
ち
に

で
き

る
唯
一
の
方
法

は
、
被
害
を

最
小
限
に

食
い
止

め
る
「
普
段

か
ら
の

備
え
」
し

か
あ
り
ま
せ
ん

。

避 難 の 順 序

〔自主的避難〕
〔 自 主 的 避 難 〕

あ ら か じ め 町 会 等 で 決 め ら れ

市指定避難場所・広域避難場所 市指定避難場所･ 

市指定避難場所・指定避難場所・広域避難場所〔自主的避難・集団避難

るおそれがあるときに避難

るおそれがあるときに避難 収容避難場所 市職員の誘導・自主

的避難家屋を火災等で失って、避難

が必要な人を収容

災害に対する心構えで一番大切なことは｡「自分の

身は自分で守る」ということです。そのためには日

頃から、各家庭で左表の安全対策をしておきましょ

う。

避
難
す

る
と
き
は
、

必
ず

徒
歩

で

避
難
し
ま
し
ょ
う
。

わが家のチェック表

市指定避難場所および広域避難場所

○21世紀の森と広場

東漸寺

ユーカリ 交 通公園

小金原公園

栗ケ沢公園

金ケ作公園

松戸運動 公園

○江戸川河川 敷

新松戸西小 学校

幸谷小学 校

日 本大学松戸歯 学部

○県立小金高校等

本 土 寺

新 松 戸 中 央 公 園

火が出たら、まず消火扉を開けて､出口の確保すばや＜火の始末

○八柱霊園

六実中央公園

陸上自衛隊松戸駐屯地
県立松戸南高校

東部クリ ーンセンター
梨香台小学校

○干葉大学園芸学部
松戸中央公園

１初動体制の確立

もし地震が起こったら

一地震の心得10力条－

協力し て消火や救護避難は徒歩で､持ち物は最小限に　正しい情報､落ち着いた行動ブロック塀､がけ地などに近寄ら
ない

●対策…従来の市役所内に設置された災害対策本部を中心とする体制に加えて、

各支所を中心とした地域対策本部を設置して、市職員を最寄りの拠点に直行させ

るなど、地域に密着した機動性のある体制を整えました。

また、大震災か発生した初動時の迅速な対応を中心に、最初の10日間までの夕

イムスケジュールを立て、きめ細やかなマニュアルを作成しました。

２救助・救護・医療体制の整備
教　　　大震災では、医療スタッフや医薬品、診療所の不足、診療

訓 の地域格差などが指摘されました｡

●対策…災害対策本部に医療専門職を加え、松戸保健所や三師会（松戸市医師会･

松戸歯科医師会・松戸市薬剤師会）との連携を強化。

市

直
下

型
の
地

震

を
想

定
し

た
も

の
で

は

あ
り

ま
せ

ん
で
し

た

。

し
か

し
、
地

域

防
災

計
画

を
抜

本
的

に
見

直

す
た

め
に

は
、

国
や

県

の
防

災
計

画
と

の
整

合
性

が
必

要
な

た
め

、

長
い
時

間

が
か

か
り

ま

す

。
そ
こ
で

市
で

は

、
地

域
防

災
計

画
が

本

格
的
に

見

直
さ

れ
る

ま
で
の
間
、
暫
定
的
な
緊
急
対
策
と
し
て
、
昨
年
4
月
に
次
の
七
つ
を

重

点
項
目

と
し

た
「

大
規

模

震
災
対

策

計
画
」
を
取

り
ま

と
め

ま
し

た

。

さらに、収容施設を持つ防災協力医療機関（27ヵ所）と応急救護所（17ヵ所）

を設置することにより、災害時の円滑な救急医療体制を整備しました。

3 避難場所の見直し

●対策…市内の液状化現象の危険性や公共施設の耐震診断の調査と配置状況を考

慮し、市民の居住地や活動場所を踏まえ、避難場所の一部を見直しました。

大震災で は地震により発生した

火災(二次災害)も大きな被害をも

たらしまし た。

4 消防水利の確保

●対策…公設や私設の防火水槽およびプールの水、河川の自然水利を活用すると

ともに消防水利を強化していきます。

大

規

模

震

災

対

策

計

画

6 自主防災組織の強化
教　　　大震災で亡くなった方々で一番多か一番多かった死因は、

訓　ガレ キなどに閉 じこめられ た圧死 によ るもの でし

た。実際、閉じこめられ た人々を救出したのは、約

6割が「隣近所の人」だと言われています。

対 策…災 害 時に 個人 では 、どう に もな らな い状 況 にな

った時、隣近所の助け合いが最も頼りになります。その

ため には 普段 からの 町 会（自 治 会）を中 心に自 主 防災組 織

を 結成 し、 災 害時 には 組織 的に 分担 して 活動 できる こ と

が 必要 で す。

市 では自 主 防災 組織 への 補助 金の 支給 や、 防災 講習 会

の 開 催を 通し て、自 主 防災 組織 の100% の 結 成率と 強化 に

努め てい ます。

7 ボランティア受け入れ体制の確立

●対策…小中学校（68校）を拠点に、水や食粗の供給（市内各所の防災倉庫に備

蓄）を行います。また、給食施設を活用して炊き出しも行います。

教　　　被災地でのボランティアの活躍は、被災者の立ち

訓　直りを支え、大きな力となりました。

対策 …災 害対 策本 部 にボラ ンテ ィア 人材 部を 設 置し 、

地 域対 策本 部に はボ ラン ティ ア 班を 設置し 受け 付け 、 派

遣を行うとともに、昨年7月から、「いざ」というとき活

動し て いた だける 防 災 ボランテ ィ ア登 録制 度を 発足さ せ

まし た （現 在90 人登 録）。

物の備えは万全ですか？

市
で
は
阪
神
淡
路
大
震
災
の
教
訓
を
生
か
し
た
、
こ
の
「
大

規
模
震
災
対
策
計
画
」
を
検
証
す
る
た
め
に
昨
年
8
月
、

市
民
、
防
災
関
係
機
関
の
協
力
を
得
て
、
総
合
防
災
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。
よ
り
地
域
に
密
着
し
た
訓
練
と

す
る
た
め
、
従
来
の
会
場
型
か
ら
地
域
分
散
型
に

過 去の 災害 時 の例 から、 行政 組織 が十

分に機能するまで、少なくとも約3日は

かか る といわ れ てい ます。 この 間は、 自

給 自足で きる よ う、 水 や食 糧、

非常 用持 ち出 し品 （左 表）　　　　　　 １

変
更
し
、
さ
ら
に
防
災
関
係
機
関
と
の
連
携
や

情
報
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
、
輸
送
路
の
確
保
な

ど
に
よ
る
実
践
的
な
訓
練
に
な
り
ま
し
た
。

市
で
は
訓
練
で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
や
参

加
者
の
声
な
ど
を
通
し
て
検
証
作
業

を
進
め
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
昨
年

1
1月
か
ら
は
、
地
域
防
災
計
画
の

災
対
策
を
よ
り
強
化
し
て
い
き
ま

す
。

こ
れ
だ
け
は
準
備
し
て
お
き
た
い
非
常
持
ち
出
し
品

日本は地震大国です。そして近年は、南関東地域

を震源とする地震の発生が叫ばれています。

いつの日か地震は必ずやってきます。私たちはそ

の時まで、大きな犠牲を払って得た教訓と災害に対

する備えを忘れてはならないのです。

なぜなら、「災害は忘れた頃にやってくる」のです

から。

サ
ー
ク
ル

※
会
場
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

根

木

内

ジ
ョ

リ

ー
コ

ー

ラ

ス

（
女

声

合

唱

）

毎
週
金
曜
日
午
後
2
時
～
4

時
　

会
場
小
金
原
体
育
館
　
費

用
月
三
千
円
（
入

会
金
千
円
）

問
高
橋
 
4
3
・
1
5
0
6
番

舞

夢

新

松

戸

社

交

ダ

ン

ス

サ

ー

ク

ル

毎
週
金
曜
日
午
後
1
時
～
3

時
 
会
場
新
松
戸
市
民
セ
ン
タ
ー

費
用
月
二
千
円
(
入
会
金
千
円
）

問
松
田
 
4
3・
8
2
3
8

番

小

金

原

ソ

シ

ア

ル

ダ

ン

ス

サ

ー

ク

ル

毎
週
水
曜
日
午
後
7
時
～
9

時
　

会
場

小
金
原
市
民
セ
ン

タ
ー

費
用
月
三
千
円
(
入
会
金
千
円
）

問
関
 
4
8
・
1
1
6
0
番

松

戸

ギ

タ

ー
ク

ラ

ブ

毎
週
金
曜
日
午
後
6
時
～
9

時
　

会
場
市
民
会
館
　
費
用
月

千
五
百
円
（
入
会
金
五
百
円
）

問
平
井
 
8
8
・
5
3
2
8
番
（
夜

間
の
み
）

常

盤

平

踏

友

会

（

社

交

ダ

ン

ス

）

毎
週
土
曜
日
午
後
1
時
～
3

時
　
会
場
小
金
原
市
民
セ
ン
タ
ー

対
象
ペ
ア
ま
た
は
男
性
　

費
用

月
二
千
五
百
円
(
入
会
金
千
円
）

問
伊
東
 
8
8・
9
7
2
0

番

リ

ン

リ

ー

ズ
（

混

声

合

唱

）

毎
週
土
曜
日

午
前
1
0時
～
正

午
　
会
場
明
市
民
セ
ン
タ
ー

費
用
月
三
千
円
(
入
会
金
な
し
）

問
中
島
 
6
8
・
9
0
8
5
番

舞

夢

馬

橋

社

交

ダ

ン

ス

サ

ー

ク

ル

毎
週
月
曜
日
午
後
1
時
～
3

時
　
会
場
馬
橋
市
民
セ
ン
タ
ー

費
用
月
二
千
円
(
入
会
金
千
円
）

問
上
原
 
4
5
-
4
9
0
5
番
（
夜

間
の
み

）

矢

切

剣

友

会

毎
週
日
曜
日
午
後
5
時
か

ら
、
火
・
金
曜
日
午
後
6
時
3
0

分
か
ら
　
会
場
矢
切
小
学
校
体

育
館
　
対
象
小
学
生
以
上
　
費

用
月
二
千
円
（
入
会
金
な
し
）

問
矢
部
 
6
2
・
0
4
5
9
番

緑

会

囲

碁

ク

ラ

ブ

毎
月
第
一
・
三
日
曜
、
第
二
・

四
土
曜
午
後
1
時
～
7
時
　
会

場
矢
切
公
民
館
　

費
用
月
千
円

(
入
会
金
千
円
)

問
飯
生
 
6
5
・
0
7
0
7
番

松

戸

ア

マ

チ

ュ

ア
ダ

ン

ス

研

究

会

毎
週
火
曜
日
午
後
7
時
～
9

時
　

会
場
小
金
原
市
に
セ
ン

タ

ー
　
費
用
月
三
千
五
百
円
(
入

会
金
千
五
百
円
）

問
鶴
丸
 
8
7
・
1
５
６
９
番

ラ
ベ
ン
ダ
ー
ク
ラ
ブ
（
ハ
ー

プ
）毎

月
第
二
水
曜
日
午
前
1
0
時

～
正

午
　
会
場
常
盤
平
市
民
セ

ン
タ
ー
　
費
用
月
二
千
円
(
入

会
金
五
百
円
）

問
日
高
 
8
6
・
1
6
7
9
番

松
戸

中

国

語

学

習

会

毎
週
金
曜
日
午
後
7
時
～
9

時
　

会
場

市

民

会

館
　

費
用

月

三

千
五

百

円
（
六
ヵ

月

分

前

納
・

入
会
金
な
し
）

問
赤
坂
 
0
4
7
1
・
6
7
・
1

1
5
7

番

Ｋ

ク

ラ

ブ
（

バ
レ

ー

ボ
ー

ル

六

人

制

）

毎
週
土
曜
日
午
後
3
時
～
6

時
と
日
曜
日
午
後
5
時
～
7
時

会
場
牧
野
原
小
学
校
　
対
象
十

八
歳
以

上
の
経
験
者
　
定
員
先

着

十
二

人
　

費
用

月
五

百
円

(
入
会
金
五
百
円
）

問
池
田
 
8
4
・
8
6
9
1

番

現

代

短

歌

燧

の

会

毎
月
第
四
日
曜
日
午
後
1
時

～
5
時
　
会
場
市
民
会
館
　
費

用
月
千
円
（
入
会
金
な
し
）

問
佐
々
木
 
9
2・
6
0
8
1

番

Ｙ

Ｓ

ダ

ン

ス

サ

ー
ク

ル

毎
週
金
曜
日
午
後
6
時
～
9

時
 
会
場
小
金
北
市
民
セ
ン
タ
ー

費
用
月
三
千
円
(
入
会
金
千
円
）

問
前
田
 
4
7・
6
3
5
3

番

馬

橋

ペ

ン

習

字

サ

ー
ク

ル

毎
月
第
一
・
二
・
四
木
曜
日

午
前
1
0
時
～
午
後
1
時
　
会
場

馬
橋
市
民
セ
ン
タ
ー
　
費
用
月

二
千
五
百
円
（
入
会
金
千
円
）

問
吉
野
 
4
1・
0
3
2
4

番

月

影

会

（
日

本
画

教

室

）

毎
月
第
一
・
三
土
曜
日
午
前

1
0
時
～
午
後
1
時
　
会
場
勤
労

会
館
　

費
用
月
五
千
円
（
入
会

金
な
し

）

問
越
後
 
6
2
・
2
2
8
6
番

明

ペ

ン

習

字

サ

ー

ク

ル

毎
月
第
一
・
三
・
四
火
曜
日

午
後
1
時
～
3
時
　
会
場
明
市

民
セ
ン
タ
ー
　
費
用
月
二
千
五

百
円
（
入

会
金
千
円
）

問
関
口
 
6
3
・
2
5
8
4
番

松

戸

話

し

方

友

の

会

毎
月
第
二
・
四
金
曜
日
午
後

6
時
4
5
分
～
8
時
5
0
分
　
会
場

市

民

会
館
　

費
用

年
八
千

円

(
入
会
金
千
円
）

問
小
林
 
8
6
・
3
7
1
0
番

松

戸

ペ

ン

習
字

サ

ー
ク

ル

毎
月
第
二
・
四
水
曜
日
午
後

6
時
3
0
分
～
8
時
3
0
分
　
会
場

市
民
会
館
　
費
用
月
干
五
百
円

(
入
会
金
千
五
百
円
）

問
木
村
　
4
3
・
0
1
9
8
番

水

金

会

（

健

康

体

操

）

水
・
金
曜
日
各
月
三
回
午
前

9
時
3
0
分
～
1
1
時
　
会
場
運
動

公

園

小

体

育

室
　

対

象

女

性

費
用
月
二
千
円
(
入
会
金
千
円
）

問
中
山
 
6
4
・
1
3
2
0
番

社

交

ダ

ン

ス

舞

夢

Ｍ

Ｋ

毎
週
水
曜
日
午
後
1
時
～
3

時
　
会
場
八
ヶ
崎
市
民
セ
ン
タ

ー
　
費
用
男
性
月
三
千
円

、
女

性
月
二
千
円
(
入
会
金
千
円
）

問
清
水
 
4
2
・
6
7
1
3
番

ゴ

ー

ル

ド

社

交

ダ

ン

ス

毎
週
金
曜
日
午
後
7
時
～
8

時
3
0
分
　
会
場
馬
橋
市
民
セ
ン

タ
ー
　
費
用
月
三
千
円
（
入
会

金
三
千
円

）

問
高
橋
 
4
3
・
8
8
0
8
番

土

筆

書

道

会

毎
週
水
曜
日
午
前
1
0
時
～
正

午
　
会
場
矢
頃
公
民
館
　
費
用

月
二
千
七
百
円
(
入
会
金
な
し
）

問
中
嶋
 
6
2・
1
6
9
4

番

避難場所と避難方法の確認（右表）

家族が 離れたときの連絡 方法･集合場 所

非常持ち出し品 の点 検と置き場の確 認

地震が起きたときの役割を確認

家の耐震診断（ブロツク塀も含む）

家具類は転倒防止 器具などで固定

家具の上には重いも のを置力ない

出火防止の徹底（耐震自動消火装置付

き器具の使用や火 の周り には燃えや す

い物は置かないなど）

窓ガラ スなど透明フィル ムで 飛散防止

ベランダや通路には物を置かない

非常用 水のく み置き

日
頃
か
ら
で
き
る
安
全
対
策 まず、身の安全を

は広 域避難場所です。

エレベーターは使用しない 慌てて飛び出さない

非 常 食

水（1日1人3ﾘｯﾄﾙ）

乾パン

缶づめ類（缶切り）

ビスケット

チョコレート

チーズなど
救 急 セ ッ ト

包帯

ガーゼばんそうこう

ハサミ

家庭常備薬
衣 類 等

そ の 他
現金・預金通帳・印鑑・証書類

懐中電灯 ・電 池

ローソク・マッチ・ライター

携帯コンロ ・燃料

ト ランジスタラジ オ

防災ずきん ・ヘルメット

ミルク・ほ乳びん・おむつ・おんぶひも

サラシ1反

防水ビ ニールシート ・簡易 式ト イレ

住民によるバケツリレ
ー

大震災で は、水や 食糧の

供給体制に避難場所間の格

差が生じ ました。

教
訓

5 水・食糧供給体制の確立

教
訓

教訓

大震災で は建物の耐震性のみな

らず、液状化現象などによって多

くの施設機能が損なわれ ました。



広報まつど1966年(平成8年)1月20日

情

音

楽

の

広

場
（

合

唱

講

座

）

1
月
2
3
日
(
火
)
午
後
1
時
3
0
分
～

3
時
3
0
分
　
会
場
市
民
劇
場
　
費

用
テ
キ
ス
ト
代
二
千
七
百
円
（
初

回
の
み
）

問
矢
切
公
民
館
 
6
8
・
1
2
1
4

番成
人
講

座

講座名 日時 会場 講師 

定員 費用

1月29日(月)(必着)までに、往復ハガキ(1人につき１枚)に住所・

氏名・年齢・電話番号を記入して、〒271松戸市上矢切299ｰ1

総合福祉会館内矢切公民館(68-1214番)へ

※応募多数の場合は抽選

※タイトルが色刷りのものは、市の主催です。

市役所の代表電話は66-1111

き

の

こ
（
し

い

た

け

）
教

室

2
月
1
1
日
(
祝
)
午
前
1
0
時
～
午
後

2
時
(
小
雨
決
行
）
　
会
場
船
橋
県

民
の
森
（
管
理
事
務
所
集
合
）
　
定

員
先
着
五
十
人
　

費
用
五
百
円

(
し
い
た
け
原
木
一
本
持
ち
帰
り
）

持
ち
物
昼
食
・
手
袋

申
電
話
で
船
橋
県
民
の
森
 
0
4

7
4
・
5
7
・
4
0
9
4
番
へ

高

齢

者

巡

回

介

護

教

室

2
月
1
7
日
(
土
)
午
後
1
時
～
4
時

会

場
特

別

養

護
老

人

ホ
ー

ム

「
南

花

園
」
　

内

容

講
演

「
痴
呆

性
老

人
の
介
護
に
つ
い
て
」
(
南
花
園
理

事

長

・
矢

野

久
芳

氏

）・
実

技

演
習

ほ

か
　

費
用

無

料
　

定

員

先

着

八

十

人

申
2
月
9
日
(
金
)
〔
非
着
]
ま
で
に
、

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
・
「
2
/
1
7
高
齢
者
巡
回
介
護
教

室
希
望
」
と
記
入
し
て
、
〒
2
7
1
松

戸

市
小

根

本
七

東

葛

飾

支

庁
社

会

福

祉

課
(
6
1

・
4
0
7
7

番

）
へ

女性の講座「歴史の中の女たち」

保育あり、先着10人）
申電話で矢切公民館 68-1214番へ

講
座
・
講
演

防

火

管

理

講

習

会

①
甲
種
＝
2
月
7
日
(
水
)
・
8
日

(
木
)
②
乙
種
＝
2
月
9
日
(
金
)
各
午

前
9
時
3
0
分
～
午
後
5
時
　
会
場

市
消
防
局
講
堂
　
定
員
先
着
①
百

五
十
人
②
百
人
　
費
用
①
四
千
円

②
三
千
五
百
円
（
共
に
テ
キ
ス
ト

代
等
）

申
1
月
2
3
日
(
火
)
～
2
9
日
(
月
)
の
問
に
、

直
接
各
消
防
署
ま
た
は
消
防
局
予

防
課
へ

問
消
防
局
予
防
課
 
6
3・
1
1
1

1
内
線
2
0
8
～
2
1
0
番

税

務

大

学

校

公

開

講

座

2
月
2
6
日
(
月
)
～
2
9
日
(
木
)
、
午
後

1
時
3
0
分
～
4
時
4
0
分
　
会
場
税

務
大
学
校
船
橋
校
舎
　
内
容
所

得

税
法
・
法
人
税
法
・
消
費
税
法
に
関

す
る
ベ
ー
シ
ッ
ク
コ

ー
ス
と
ス
テ

ッ
プ
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
　
定
員
百
人

（
抽
選

）
　
費
用
無
料

申
2
月
5
日
(
月
)
〔
消
印
有
効
〕
ま
で

に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号
・
希
望
の

コ
ー
ス
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
3
船
橋

市
行
田
ニ
ー
六
ー
一
税
務
大
学
校

船
橋
校
舎
公
開
講
座
係
（
0
4

7
4
・
3
9
・
6
3
5
1
番
)
へ

お
じ

い

ち

ゃ
ん

の

料

理

教

室

2
月
1
4
日
(
水
)
～
1
6
日
(
金
)
、
午
前

1
0
時
3
0
分
～
午
後
1
時
3
0
分
　
会

場
市
民
会
館
　
対
象
市
内
在
住
の

六
十
歳
以
上
の
男
性
（
三
日
間
参

加
で
き
る
人
、
初
め
て
の
人
優
先
）

定
員
先
着
三
十
人
　

費
用
無
料

申
1
月
2
2
日
(
月
)
～
2
4
日
(
水
)
の
間
に
、

電
話
で

社
会
福
祉
協
議
会
 
6
8・

0
5
0
3
番
へ

職業訓練センター(テクﾉ 21)講座案内

聖徳大学オープン・アカデミー
赤
十
字
幼
児
家
庭
看
護
法
講

習

会

2
月
1
3
日
(
火
)
～
1
5
日
(
木
)
の
午
前

1
0
時
～
午
後
4
時
　
会
場
成
田
赤

十
字
病
院
　
定
員
先
着
二
十
人
（
全

日

程
参

加
で

き

る
人

）
　
　
費

用

五

百

円
（
教

材

費
）

申
ハ
ガ
キ
に
「
幼
児
家
庭
看
護
法

2
月
1
3
日
～
1
5
日
」
・
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
生
年
月
日
・
学
校
名
ま

た

は

勤
務

先

を
記

入

し
て

、
〒
2
8
6

成
田
市
飯
田
町
九
〇
ー
一
成
田
赤

十
字
病
院
医
療
社
会
事
業
部
（

0
4
7
6
・
2
2
・
2
3
1
1
内
線

5
0
2
番

）
へ

初

級

日

本

語

教

室

午
前
の
部
 
1
月
2
2
日
～
4
月

1
日
の
毎
週
月
曜
口
（
1
月
1
5
日
、

2
月
1
2
日
を
除
く
）
、
午
前
1
0
時

～
正
午
、
夜
間
の
部
 
1
月
2
3
日

～
3
月
2
6
日
の
毎
週
火
曜
日
、
午

後
7
時
～
9
時
　
会
場
市
役
所
研

修
室
　
講
師
(
財
)
松
戸
市
国
際
交
流

協
会
会
員
　
対
象
市
内
お
よ
び
近

隣
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
外
国
人

で
日

本
語
が
不
自
由
な
人
　

定
員

各
先
着
四
十
人
　

費
用
千
円

※
周
り
に
対
象
と
な
る
人
が
い
た

ら
教
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

申
直
接
(
財
)
松
戸
市
国
際
交
流
協
会

(
市
役
所
内
）
へ

49ー3200番問松戸地域職業訓練センター(小金原1-19-3)

情

報

セ

ン

タ

ー

ビ

デ

オ

講

座

会
場
森
の

ホ
ー
ル
2
1情
報
セ
ン

タ
ー
　
費
用
無
料
　

持
ち
物
自
分

で
撮
影
し
た
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
と
録

画
し
て
い
な
い

ビ
デ
オ
テ
ー
プ

申
1
月
2
3
日
(
火
)
ま
で
に
、
電
話
で

森
の
ホ
ー
ル
2
1
情
報
セ
ン
タ
ー

8
4・
5
0
5
0

番
へ
（
先
着
順
）

※上記の一般講座は､毎週記載の曜日で全10回(★は間い合わ

せてください)定員先着30人　費用1科目15,000円

入会金5,000円(３年間有効。卒業生・70歳以上の人などに

は割引制度あり) 。 講座によ っては､ 教材費( 実費) がかかる

ものがあります。
申電話で聖徳大学ＳＯＡ(ソアセンター　65-1111内線3231

～3235 番へ

「
今

、
家

庭

料

理

を

考

え

る

」

2
月
1
4
日
(
水
)
午
前
1
0
時
～
正
午

会
場
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
　
内
容

講
演
と
実
演
　

講
師
家
庭
料
理
研

究
家
・
村
上
昭
子
氏
　
定
員
先
着

八
十
人
　
費
用
無
料

申
1
月
2
2
日
(
月
)
午
前
9
時
か
ら
、

直
接
健
康
増
進
セ
ン

タ
ー
ま
た
は

電
話
 
6
5

・
5
5
8
8

番
へ

救急医療

体制

健康保険証

を忘れずに

◆テレホン案内サービス………　66-0010番

平日・午後5時～翌日午前9時

休日と土曜・午前9時～翌日午前9時

◆夜間急病診療所………………68-3756 番

衛生会館内・毎日午後8時～11時

◆休日と土曜夜間歯科診療所…65-3430 番

衛生会館内・午後8時～11時

図

書

館

市

民

講

座
「
赤

坂

の
美

術

館

・

音

楽

ホ

ー

ル

め

ぐ

り

」

2
月
1
5
日
(
木
)
、
3
月
2
1
日
(
木
)
午
、
 
申
1
月
2
7
日
(
土
)
〔
非
着
]
ま
で
に
、

前
9
時
3
0
分
松
戸
駅
市
民
ギ
ャ
ラ
　
 
 
往
復
ハ
ガ
キ
に
希
望
期
日
・
住
所
・

リ
ー
前
集
合
(
雨
天
決
行
）
　
コ
ー
　
氏
名
・
電
話
番
号
・
図
書
館
利
用
力

ス
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
美
術
館
～
サ
　

ー
ド
番
号
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
1
松

ン
ト
リ
ーー
美
術
館
～

サ
ン
ト
リ
ー
　

戸
市
松
戸
二
〇
六
〇
市
立
図
書
館

ホ
ー
ル
～
大
倉
集
古
館
　
費
用
千
　
（
6
5
・
5
1
1
5
番
)
へ

三
百
円
（
交
通
費
別
）
　
定
員
各
回
　
※
は
が
き
一
枚
に
二
人
記
入
可

三
十
五
人
（
抽
選
）

ス
ポ
ー
ツ

市

民

バ

ド

ミ

ン

ト

ン

冬

季

大

会
（
ダ

ブ

ル

ス

）

2
月
2
5
日
(
日
)
午
前
9
時
～
午
後

7
時
　
会
場
小
金
原
体
育
館
　
対

象
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

費
用
協
会
登
録
者
一
人
千
二
百
円
、

未
登
録
者
一
人
千
五
百
円
　
内
容

男
女
と
も
一
部
～
四
部

申
2
月
9
日
(
金
)
ま
で
に
、
費
用
を

所
定
の
振
込
用
紙
ま
た
は
現
金
書

留
で
〒
2
7
0
松
戸
市
小
金
原
九
ー
一

ー
一
二
磯
野
照
磨
へ

問
松
戸
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
・

長
谷
川
4
1
・
7
9
2
5
番

雪

に

親

し

む

会
（

ス

キ

ー

）

2
月
2
4
日
(
土
)
午
後
９
時
伊
勢
丹

松
戸
店
前
集
合
、
2
5
日
(
日
)
午
後
９

時
帰
着
　
会
場
栃
木
県
メ
ー
プ
ル

ヒ
ル
ス
キ
ー
リ
ソ
ー
ト
　
費
用
一

万
五
千
円
（
往
復
バ
ス
代
、
仮
眠

室
利
用
料
・
朝
食
代
・

保
険
料
を

含
む
）
　
　
定
員
先
着
三
十
八
人

※
子
供
一
人
の
参
加
は
小
学
四
年

生
け
上

郷
松
戸
市
ス
キ
ー
連
盟
・
高
橋

6
2・
1
8
0
0

番
（
日

曜
・
祝
日

を
除
く
午
前
9
時
～
午
後
7
時
）

平
成
8
年
度
松
戸
野
球
協
会
参
加
申
し
込
み

2
月
1
1
日
(
祝
)
午
前
9
時
～
午
後
　
市
内
同
一
事
業
所
勤
務
者
で
構
成

3
時
　
会
場
運
動
公
園
会
議
室
　
　
費
用
年
三
万
円
（
申
し
込
み
時
に

対
象
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
＝
市
内
在
住
　

納
入

）

の
人
で

構
成
、
会
社
・
官
公
庁
－
　

問

高
野
　
4
1
・
9
6
4
3

番

卓

球

教

室

2
月
4
日
(
日
)
午
前
9
時
～
午
後

0
時
3
0
分
　
会
場
小
金
原
体
育
館

費
用
一
人
百
円
（
保
険
代
）

申
当
日
会
場
で

問
体
育
指
導
委
員
・
市
村
　
4
2・

6
1
9
0

番
（
夜
間
の
み

）

ソ

フ

ト

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

教

室

1
月
2
8
日
(
日
)
、
2
月
4
日
(
日
)
、
午

前
9
時
～
正
午
会
場
常
盤
平
第

一

小

学

校
　

費

用

無
料

申
当
目
会
場
で

問

体

育

指

導
委

日
∵

染
谷
　
8
7
・

7
6
3
2

番

新

体

操

無

料

講

習

会

1
月
2
0
日
(
土
)
午
後
3
時
～
5
時

会
場
青
少
年
公
館
　

対
象
四
歳
～

中
学
三
年
生
　
内
容
新
体
操
の
基

本

、
手
具
等
の
講
習
　

費
用
無
料

申
当
日
会
場
で

問
松
戸
ア
ミ
ュ
ー
ズ
新
体
操
ク
ラ

ブ
・
大
門
　
8
6
・
4
4
3
4
番

タ
ウ
ン
ス
ク
ー
ル

小
学
校
内
）

少年少女発　親子15
明グラフ　組（小500

柴田姜親氏　以上）

講座名　　　　　　日　　時　　　　定員　　費用

5,000円

(ほかにテキ
スト 代2,000

円)

12,000 円

(ほかにテキ

スト代2,000

円)

ワープ ロ ・パソ
千

ワ ープロ オアシ

ス基礎 講座

ワープロオアシ

ス応 用講座

ワ ープロソ フト

一 太郎入門講座

ロ ータ ス１ ・２

・３ 基礎講座

ロータス１・２

・３応用講座

マツキント ツシ

ユパソコン講座

2/8(木)・9(金)

午前9時30分～午後0時30分

2/26(月)･27(火)　　　　　　　　　各6人

2/15(木)･16(金)･19(月)･22(木)　　　

午前9時30分～午後0時30分

1 /22(月)･25(木)・26(金)･29(月)

午後1時30分～4時30分

2/1(木)･2(金)・5(月)・6(火))
午後1時30分～4時30分　　　　各10人

3/1(金)・4(月)･5(火)・6(水)

午後1時30分～4時30分

2/10(土)・17(土)

午前9時30分～午後4時30分

14(水)　　　　～正午

初級 中級

期日

.定員

時間内容

2
7
(

土
)
1
/
2
6

(
金
)2
7
(

土
)
2
6
(

金
)
2
5
(

木
)
1
/
2
4
(
水

)

午後1時30分～4時30分

自分で撮影したビデオテ
ープにタイトル・音楽・
ナレーションなどを入れ

つてみましよう。

日時  内容  講師

時代を変えた女性たち～貴族の世の中か

ら武士の世へ　　　　ー待賢門院障子ー

愛に生きる～結婚制度の壁を乗り越えて

ー小宰相、横笛ー

無常 の世を生き た女性～ 永遠 の世 界に生

きる　　　　　　　　　　ー祇王、静ー
一

逆境は女性 を成長させる～動乱 の世 の果

てに　　　　　　　　ー建礼門院徳子ー

中世 の母～ 中世の女性の 勁さと 現代女性

の強さ　　　　　　　　　　ー平時子ー

～母で ある より も女とし て生きる

ー北条政子ー

無常の世をしたたかに生きる

ー阿野廉子、日野富子ー

政略結婚がら 国際 結婚～ 戦国期から 安土

桃山の女性たち

ーお市の方、ジャガタラ文の女性ー

毎
週
土
曜
日
　
午
前
1
0
時
～
正
午

聖

徳大

学短

期･
大

学真部

野講
師

須
美
子氏

の以
上
2
歳
人女定

員ま

初めでの中 国語

ワルツを踊つてみませんが

科学と 宗教の対話

老人 の福祉と 介護

中世 文芸の中の女性た ち

性格の自 己判断

新当 今の解釈と 鑑賞

近代西欧美術の多面性★

1 /20～3/30 の土曜日、
午後1時から

1 /20～3/30の土曜日、

午前10時40分から

1 /20～3/30 の土曜日、

午前10時40分から

1 /22～3/25 の月曜日、

午後1時から

1 /22～3/25 の月曜日．
午後1時から

1 /22～3/25 の月曜日、

午後2時40分から

1 /22～3/25 の月曜日、

午前10時40分から

1 /22～3/25 の月曜日、

午後2時40分から

1/25～3/7の木曜日、

午後2時40分から

2/6 ～3/26 の火曜日、
午前10時から

2/10～3/9 の土曜日、
午後2時から



広報まつど1996年(平成8年)1月20日

催

し

物

福

祉

バ

ザ

ー

2
月
1
1
日
(
祝
)
午
前
1
0
時
～
午
後

1
時
3
0
分
　
会
場
市
民
会
館

※
品

物
の

提

供
を

お

願
い

し

ま

す

。

ご
連

絡
い

た

だ

け

れ

ば
お

伺

い

し

ま

す

。

問

福

祉

作

業

所
「
ひ

ま

わ

り
」
内

松

戸
手

を

つ

な

ぐ
親

の

会
　
4
7
・
1

5
3
2

番

障

害

児

と

と

も

に

楽

し

む
コ

ン

サ

ー

ト

2
月
1
0
日
(
土
)
午
後
２
時
開
演

会
揚
常
盤
平
市
民
セ
ン

タ
ー
　
出

演
高
橋
寛
・
山
田
い
づ
み
（
み

ゅ

～
じ
館
）
ほ
か
　

費
用
五
百
円
（
障

害
児
・
者
は
無
料
）

問
障
害
者
問
題
研
究
会
松
戸
サ
ー

ク
ル

・
近
藤
　
8
7・
1
6
6
7

番

の

ぞ

み

学

園

作

品

展

示

即

売

会1
月
2
5
日
(
木
)
・
2
6
日
(
金
)
、
午
前

9
時
～
午
後
4
時
3
0
分
（
2
6
日
は

午
後
4
時
終
了
）
　
　
会
場
総
合
福

祉
会
館
　

内
容
陶
芸
・
木
彫
・
縫
製

の
手
作
り
作
品

問
の
ぞ
み
学
園
　
6
8
・
1
6
3
2

番
「
世

界

女

性

会
議

Ｎ

Ｇ

Ｏ

フ
ォ

ー
ラ
ム
北
京
'
9
5
」
特
別
展

期
間
2
月
2
9
日
(
木
)
ま
で
　
会
場

女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ

ど
　
内

容
世
界
女
性
会
議
に
参
加
し
た
市

民
の
写
真
・
ビ
デ
オ
を
利
用
し
た

展
示
　

費
用
無
料

問
女
性
セ
ン
タ
ー
　
6
4・
8
7
7

8
番

◎
譲
り
ま
す

〔

家

具
〕

い

ず
四

脚

付

き

ダ

イ

ニ

ン

グ
テ

ー
ブ
ル

無
料

◆
い

す

二

脚

付
き

ダ
イ

ニ
ン

グ
テ

ー

ブ

ル

二

千
円

◆

折

り
た

た

み

テ

ー

ブ

ル

無
料

◆

折

り
た

た

み

台

所

い

す
四

脚

四

千
円

◆

レ

ザ

ー
い

す

五
脚

五

千

円

◆
コ

ン

ピ

ュ

ー

タ
ー

デ
ス

ク
五

千
円

◆

木

製

シ

ン
グ
ル
ベ
ッ
ト
無
料
◆
回
転
ソ

フ

ァ

ー
千

円

◆

洋
服

だ
ん

す

無

料

◆
三

畳

用

じ

ゅ

う
た

ん

五

千

円〔

電

気
用

品

〕
ス

テ

レ

オ

一
万

円

◆

ス
チ

ー
ム

吸
入

器

千
円

◆

食

器

乾
燥

器

四

千
円

・
二

千
円

◆

パ
ソ

コ

ン

用

プ
リ

ン

タ

ー
七

千

円

◆

パ
ソ

コ

ン

通
信

用
モ

デ

ム

七
千

円

◆

パ
ラ

ボ
ラ

ア

ン
テ

ナ
三

千
円

◆

こ

た
つ

無

料

◆

冷

風

扇
五

千

円

◆
1
4
型

カ

ラ

ー

テ

レ

ビ
三

千

円

◆

フ

ァ
ン

ヒ

ー

タ

ー
五

千
円

〔

子

供
用

品

〕
Ａ

型

ベ

ビ
ー

カ

１
七

千

円

・

無

料
二

点

◆

チ

ャ

イ
ル

ド
シ

ー

ト

千
円

◆

ル

ー
ム

シ

ー
ト

千

円

◆

知

育
が

ん

具
千

円

◆

ベ

ビ
ー

ベ

ッ

ド
用

オ

ル

ゴ

ー
ル

無
料

◆

マ

マ
マ

ー
ト

五
千

円

◆

だ

っ
こ
ひ

も
三

千

円

・
千

円

◆
歩

行

器

無

料

◆
体

重

計

無

料
◆
キ
ャ
リ
ー
バ
ッ
グ
五
千
円

◆
ペ
ビ
ー
ラ
ッ
ク
三
千
円
◆
レ

コ

ー

ド
付

き

歌
の

絵
本

十

六
巻

千

六
百

円

〔

ス

ポ

ー
ツ

用

品

・
楽

器

〕
女

性
用
バ
ッ
グ
付
き
ゴ
ル
フ
セ
ッ

ト

ー
万

円

◆

電
子

ピ
ア

ノ

一
万

松

戸

中

央

子

ど

も

劇

場

幼

児

例

会

1
月
2
6
日
(
金
)
午
後
4
時
3
0
分
開

演
　
会
場
森
の
ホ

ー
ル
2
1小
ホ

ー

ル
　

内
容
「
ピ
ョ
ン
吉
に
い

さ
ん

の
パ
シ
ャ
マ
マ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
」

費
用
三
千
五
百
円

問
松
戸
中
央
子
ど
も
劇
場
・
青
木

8
6・
9
1
5
4

番

法

律

扶

助

の

日

記

念

・

無

料

法

律

相

談

1
月
2
4
日
(
水
)
午
後
1
時
～
4
時

会
場
電
話
予
約
時
に
指
定

申
1
月
2
2
日
(
月
)
に
、
電
話
で
(
財
)
法

律
扶
助
協
会
千
葉
県
支
部
　
0
4
3
・

2
2
7
・
9
5
2
0

番
へ

千

葉

県

発

明

考

案

展

2
月
1
6
日
(
金
)
～
1
8
日
(
日
)
、
午
前

1
0
時
～
午
後
8
時
（
1
8
日
は
午
後

7
時
ま
で
）
　
　
会
場
ト
ー
キ
ョ
ー
・

ベ
イ

ら
ら

ぼ
１

と
（
船

橋

市

）

問
(
社
)
発
明
協
会
千
葉
県
支
部
　
0
4
3
・

2
2
2
・
0
6
6
8
番

円
◆
メ
ロ
デ
ィ
ア
ン
無
料

〔
日
用
雑
貨
〕
犬
小
屋
五
百
円

◆
ペ
ー
パ
ー
力
ッ
タ
ー
三
千
円

◆
卓
上
穴
開
け
器
二
千
円
◆
小

型
三
脚

無
料
◆
高
校
生
向
け

英

語
カ
セ
ッ
ト
八
巻
七
千
円
◆
高

校
受
験
用
記
憶
術
講
座
六
千
円

◆
透
明
衣
装
ケ
ー
ス
六
個
千
円

◆
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
テ
ー
ブ
ル
五
千
円

◆
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
湯
沸
器
八
千
円
◆

灯
油
ス
ト

ー
ブ
五
千
円
◆
世
界

大
百
科
事
典
三
十
五
巻
八
千
円

◆
ポ
ー
タ
ブ
ル
便
座
五
百
円
◆

ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ

無
料
◆
米

び
つ
付
き
レ
ン
ジ
台
三
千
五
百

円
◆
子

供
用
百
科
辞
典
二
十
巻

二
千
円
◆

幼
児
向
け

科
学
百
科

二
十
巻
二
千
円

申
1
月
2
5
日
(
木
)
［
当
日
消
印
有

効
］
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
に
希
望

品

名
（
品

物
一
点
に
つ
き
一
人

一
枚
）
　・
価
格
・
住
所
・
氏
名

松
戸
北
子

ど
も
劇
場
低

学
年
　

パ

ー
ク
セ
ン
タ
ー
催
し

物

例

会

2
月
4
日
(
日
)
午
後
1
時
開
演

会
場

馬

橋

市
民

セ

ン

タ

ー
　

内

容

人
形

劇

団

京

芸
公

演

「

だ

れ
？

」

「

さ
よ

・

お

な
・

ら

ら
ら

」
　

費

用
三

千

五

百
円

問
松

戸

北

子

ど

も

劇
場

・

藤
田
　

4
7
・
4
4
4
6
番

流

山

青

年

の

家

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ
ル
「
フ
ェ
ス
タ
・
i
n
流
山
２
」

2
月
4
日
(
日
)
午
前
1
0
時
～
午
後

3
時
　
会
場
流
山
青
年
の
家
　
内

容
楽
し
い
音
楽
の
ひ
ろ
ば
・
魅
せ

よ
う
二

芸
か
く
し

芸
ほ
か
　
費
用

無
料

※
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
を

募
集
〔
青
年
の
家
で
直
接
受
け

付
け
。
協
賛
金
五
百
円
、
食
料
品

・
大
型
不
可
。
先
着
四
十
五
人

〕

※
運
営
ス
タ
ッ
フ
（
中
学
生
以
上
)

も
募
集
中
（
送
迎

バ
ス
あ
り
）

問
県
立
流
山
青
年
の
家
・
石
畑
　

0
4
7
1
・
5
9
・
2
0
0
4
番

・
電

話
番
号
（
昼
間
お
勤
め
の

人
は
職
場
の
電
話
番
号
）
を
記

入
し
て

、
〒
2
7
1
松
戸
市
小
根
本

七
ー
八
京
葉
ガ
ス
Ｆ
松
戸
第
二

ビ
ル
松
戸
市
役
所

消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
へ

※
相
手
の
紹
介
は
月
末
に
抽
選

し

、
当
選
者
に

電
話
連
絡
し

ま

す
。
紹
介
後
は
自
主
交
渉

に

な
り
ま
す
。

◎
次
回
掲
載
分
に
つ
い
て

品
物
を
譲
り
た
い
人
は
、
1

月
2
4
日
ま
(
水
)
ま
で
に
、
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
（
一
人
三

点
ま
で
）
。
2
月
2
0
日
号
に
掲

載
し
ま
す
。
価
格
は
一
万
円
ま

で
で

、
衣
料
品
・
食
料
品
・
自

転
車
な
ど
は
扱
い
ま
せ
ん
。

問
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
6
6・

7
3
2
9

番

行 事 名　　　 日 時　　　 講 師　　 対 象　 費用

森のクラフト教室　2/10(土)　　フラワーデザ
「ヨシで作るラン　午後1時30分　イナー　　　　先着30人　無料
チョンマツト」　　～3時30分　山中　琴江氏

みどりの講習会　　2/12(木)　　　フラワーデザ
「季節の花のアレ　午後1時30分　イナー　　　　先着24人　1,500円

ンジメント」　　　～3時30分　斉藤　清子氏

2/14(水)　　みどりの相談
先着40人

自然観察会　　　　2/17(±)　　　牛久自然観察
「春を待つ植物た　午後1時30分　の森　　　　先着25人　無料

ち｣　　　　　　　～3時30分　梅崎　靖志氏

園芸教室　　　　　2/25(日)　　 みどりの相談

「春まき草花の作　午後1時30分　員　　　　　先着20人
り方」　　　　　　　　～3時　渡辺重吉郎氏

申電話でパークセンター　45-8900番へ

「
百

万

円

の

壁

」

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

2
月
4
日
(
日
)
午
後
2
時
～
4
時

会
場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ
ど

内
容
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
自
分
ら
し
く
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
Ｉ

パ
ー
ト
を
考
え
ま
し
ょ
う
」

パ
ネ

リ
ス
ト
新
潟
県
立
女
子
短
期
大
学

講
師
・
姉
歯
暁
氏
、
税
理
士
・
佐
藤

廣
子
氏
、
2
1世
紀
職
業
財
団
・
笠
井

萬
里
子
氏
　

費
用
無
料

※
保
育
あ
り
（
申
し
込
み
は
中
里

6
2・
9
1
6
0

番
へ
）

問
ま
つ
ど
女
性
会
議
労
働
部
会
・

磯
部
　
6
7・
1
0
5
0

番
（
夜
間
）

新

春

市

民

将

棋
大

会

1
月
2
8
日
(
日
)
午
前
1
0
時
開
始

会
揚
市
民
会
館
　
費
用
千
五
百
円

（
昼
食
代
を
含
む
）

申
当
日
会
場
で

問
松
戸
将
棋
愛
好
会
・
林
　
8
5
・
4

3
6
9

番

富

士

百

景

写

真

展

2
月
6
日
(
火
)
～
1
1
日
(
日
)
、
午
前

1
0
時
～
午
後
6
時
　
会
場
文
化
ホ

ー
ル
　

内
容

四

季

折
々

の

富
士

山

問

富

士
愛

好

会

・
原
　
6
2
・
5
5

7
9

番

市

立

博

物

館

館

内

公

開

2
月
1
1
日
(
祝
)
午
前
1
0
時
3
0
分
と

午
後
1
時
3
0
分
か
ら
各
一
時
間

内
容
収
蔵
庫
・
研
究
室
な
ど
展
示

室
以
外
の
施
設
見
学
　

定
員
各
回

十
五
人
（
抽
選
）
　
対
象
小

学
生
以

上
　

費
用
無
料

申
1
月
3
1
日
(
水
)
必
着
で
、
往
復
（

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

希
望
時
間
を
記
入
し
て

、
〒
2
7
0
松

戸
市
千
駄
堀
六
七
一
市
立
博
物
館

館
内
公
開
係
(
　
8
4
・
8
2
7
2

番
）
へ

よ

こ

す

か

ウ

イ

ン

ド

ア

ン

サ

ン

ブ

ル

ー
ウ

ィ

ン

タ

ー

コ

ン

サ

ー

ト

2
月
4
日
(
日
)
午
後
2
時
開
演

会
場
市
民
会
館
　
内
容
組
曲
惑
星

か
ら
「
木
星
」
ほ

か
　
費
用
無
料

問
渋
谷
　
6
8・
1
4
5
4

番

長

尾

妙

子

油

絵

展

2
月
6
日
(
火
)
（
1
月
2
9
日
～
3
1

日
は
休
館
）
ま
で
の
午
前
9
時
～

午
後
9
時
　
会
場
寺
嶋
文
化
会
館

（
柏
市
）
　
費
用
無
料

問
寺
嶋
文
化
会
館
　
0
4
7
1
・

6
7
・
6
1
5
3
番

彼
は
キ
ャ
プ
テ
ン
、
私
は
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で

し
た
。
役
職
の
せ
い
か
二
人
で
よ
く
先
生
に
怒

ら
れ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

卒
業
後
の
Ｏ
Ｂ
会
で
高
校
時
代
に
は
知
ら
な

か
っ
た
彼
の
一
面
に
ふ
れ
て
恋
に
落
ち
ま
し
た

数
年
の
交
際
の
後
に
縁
を
結
び
、
今
日
1
月
2
0

日
は
初
め
て
の
結
婚
記
念
日
で
す
。

松戸新田

いくひこ梅林幾彦さん

れい　こ
玲子さん

お
は
な
し

キ
ャ
ラ

バ
ン

期 日　　　 会 場　　　　 時 間　　　 形 態

1 /24(水)　図書館本館　　　午後3時～3時30分おはなし会

25(木)小金市民センター

26(金)　六実市民センター

2/1 (木)　明市民センター，午後3時～4時　キャラバン

(矢切公民館)

対象3～9歳　費用無料　でんわおはなしキャラバン 77-

000O番
問市立図書館　65-5115 番

天

体

観

望

会

2
月
1
7
日
(
土
)
午
後
4
時
4
5
分
～

7
時
　
会
場
手
賀
沼
親
水
広
場

対
象
小
学
校
四
年
生
以
上
(
小
・
中

学
生
は
保
護
者
同
伴
の
こ
と
)

定
員
先
着
二
十
組
　

費
用
無
料

申
2
月
1
日
(
木
)
か
ら
、
電
話
で
手

賀
沼
親
水
広
場
｀
0
4
7
1
・
8
4

・
0
5
5
5

番
へ

※
こ
の
欄

に
登
場

し

て
く
だ

さ
る

カ
ッ
プ
ル
を
募

集
し

て
い

ま
す
。

問

広
報

課

金
昌
国
と
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
o
f
ト
ウ
キ
ョ
ウ
音
楽
会

3
月
1
7
日
(
日
)
午
後
2
時
開
演
　
　
費
用
指
定
席
二
千
五
百
円
、
自
由

会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1大
ホ
ー
ル
　
　

席
二
千
円
（
当
日

二
千
三
百
円
）

内
容
歌
と
音
楽
と
お
話
で
つ
づ
る
　
問
松
戸
友
の
会
・
北
村
　
0
4
7

「
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
生
涯
」
　
　
　
4
・
5
7
・
4
7
4
2
番

胃

が

ん

検

診
（

追

加

実

施

）

2
月
1
日
(
木
)
・
2
日
(
金
)
　
受
付

時
間
男
性
＝
午
前
9
時
1
0
分
～
9

時
2
0
分
、
女
性
＝
午
前
9
時
2
0
分

～
1
0
時
3
0
分
　
会
場
中
央
保
健
セ

ン
タ
ー
　
対

象
市
内
在
住
の
四
十

歳
以
上
の
人
　
費
用
五
百
円
（
生

活
保
護
世
帯
・
老
人
医

療
受
給
者
・

市
民
税
非
課
税
世
帯
は

無
料
）

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
(
平

成
7
年
度
に
申
し
込
ん
で
未
受

診
の
人
は
問
診
票
を
持
参
）

※
受
診
日
の
前
日
夜
9
時
以
降
は
、

一
切
の
飲
食
（
水
・
た

ば
こ
を

含
む
）
を
し

な
い
で

く
だ
さ
い
。

問
健
康
管
理
課
業
務
係
　
6
6・
7

4
8
7

番

乳

が

ん

検

診

対
象
市
内
在
住
の
三
十
歳
以
上

の
女
性
（
今
年
度
、市
内
の
委
託
医

療
機
関
で
受
診
し
た
人
を
除
く
）

費
用
百
円
（
生
活
保
護
世
帯
・
市
民

税
非
課
税
世
帯
・
老
人
医
療
受
給

者
は
無
料
）

申
当
日
会
場
で
（
受
け
付
け
は
午

後
2
時
～
2
時
3
0
分
）

※
共
通
受
診
券
の
ご
持
参
を

会 場　　　 日 程

小金保 健センター　2/13( 火)

常盤平市民センター　1/25(木) 2/15(

木) 1 /30(火)

中央保健センター　2/1 (木)

8(木)

問
健
康
管
理
課
業
務
係
　
6
6・
7

4
8
7
番
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七
草
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で

千
二
百
余
人
が
健
脚
を
競
う
!

さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
て
、
運
動
公
園
で
ゴ
ー
ル

夢を現 に「日本百 名 山 」

雄作さん
だい ご ほう
大 悟 法六高台

昨
年
９
月
、
憧
れ
の
百
名
山
を

武

尊

山
に
て

完
登
し
、

永
年

の
夢

を
実
現
で
き

ま
し

た
。
大
菩
薩
岳

よ
り
始
ま
っ
た
前
半
四
十
八
座
は
、

ゆ
と
り
の
無
い
時
代
で
三
十
年
か

か
り
、

無
意

識
で
鈍
足

の
ぶ
ら
り

旅
。
残
り
は
五
十
歳
に
な
り
は
っ

き
り
と

全
山
踏
破
を

目
指
し

た
、

急
ぎ

の
五
年

間
で
し

た
。

職
場

の
山
岳
部

の
活
動

が
中

心

で

、
登

山
の
苦
し

み
を
共

に
し

た

多
く

の
仲

間
の
笑
顏

と
ふ
れ
合

い

を
励
み

に
、

山
旅

を
続
け

る
こ

と

が
で
き

ま
し

た
。

特
に
思

い
出
深

い
山
々

は
、

美

し
さ
を

知
っ

た
尾
瀬

の
燧
ヶ
岳
、

雄

大
さ

に
感
動
し

た
南
ア

ル
プ

久

の
北
岳
・
間
ノ
岳
、
百
人
で
人
文

宇
を
書
い
た
富
士
山
等
々
･
･
･
。

こ

れ
か
ら
は
、

山
を
体

験
し

た

い
地
元

の
方
々

の
、

軽
登

山
を
サ

ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を

得
て
、

許
す
限
り

山
旅
を

続
け
た

い
と

思

い
ま

す

。

正月の恒例行事としてお馴染みの松戸市七

草マラソン大会が、１月７日に運動公園陸上

競技場を起点に行われました。競技場を起点に行われました。

中学の部から壮年の部まで8つの種目に、昨年より160人多い1,242人が参加。午前9時からの開会式

の後種目別に次々とスタートして、3.1キロ、4.1キロ、5キロ、10キロの4コースで健脚を競いました。て、3.1キロ、4.1キロ、5キロ、10キロの4日はこの季節にしては気温も高く穏やかな陽気で、参加した選手たちは青空の下元気に全員完走しました。　　　コースで健脚を競いました。当 日 は こ の 季 節 に し て は 気 温 も 高 く 穏 や か

な陽気で、参加した選手たちは青空の下元気

に 全 員 完 走 し ま し た ．　　　　　　

街　 の　 話　 題

身近な街の話題をお寄せく ださい。

問広 報課

お
い
で
よ
野
鳥
の
観
察
に
!

恋
す
る
鳥
た
ち
を
見
て
み
よ
う

2
1世
紀
の
森
と
広
場
は
、
野
鳥
た
ち
の
オ
ア
シ
ス

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ス

ケ

ル

ト

ン

の

正

解

は
「
ネ

ズ

ミ

」
で

す

広
報
ま
つ
ど
元
日
号
の
「
ま
つ
ど
ス

ケ
ル
ト
ン
」
パ
ズ
ル
に
た
く
さ
ん
の
ご

応
募
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
こ
ざ

い
ま
し
た

。
正
解
者
千
五
百
三
十
二
人

（
応
募
総
数
千
六
百
七
人
）
の
中
か
ら
、

抽
選
で
演
奏
会
の
チ
ケ
ッ
ト
を
お
送
り

し
ま
し
た
。

問
広
報
課

※当選者の発表は、賞品の発送をもって代 えさせていただき ます。

森
の
ホ
ー
ル
2
1
チ
ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー

チ
ケ
ッ
ト
ガ
イ
ド

取
扱
時
間
　
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

問
 
8
4
・
5
0
5
0
番
（
月
曜
休
館
）

☆
印
に
は
託
児
サ
ー
ビ
ス
（
有
料
）
、
学
印
に
は
学
生
席
が
あ
り
ま
す
。

♪市民優先予約のお知らせ
一般発売に先行して予約受付開始

申往復ハガキに住所･氏名・電話番号・

席種･ 必要枚 数を記入して、〒270松戸

市千駄堀646-4森のホール21「市民優先

予約」係へ

5 /26(日)午後2時開演

フ ラ ン ス 国 立 リ ヨ ン 管 弦 楽 団

曲目 ：ムソ ルグスキー( ラベル編) ／展覧
会の絵ほか

Ｓ／6,000円　Ａ／5,500円　Ｂ／5,000円

誰でも気軽に参加できる

大会として開催され今年

で41回目

この充実感は何ものに

も代えられない

たった3時間の滞在でした

が、訪れた人を楽しませて

くれたコハクチョウの親子

ハシビロ ガモの観 察は 、

こ れから が旬

葉が落ちてすっかり冬景色となった21世紀の森と広場。これからは、絶好の野鳥観察のシーズンです。

昨年末にはコハクチョウの親子が羽を休める姿や、県内では珍しいとされているオシドリの夫婦が4組
見られるなど、千駄堀池周辺をにぎわせていました。

また、1月から3月にかけては恋の季節で、オナ

ガガモ、ハシビロガモ、オカヨシガモ、キンクロハ

ジロなど鴨の仲間たちのプロポーズのシーンを、自

然観察舎や池周辺で楽しむことができます。

公
演日

公

演名

会

場

開

演

費

用

森のホールﾚ21　森のホール21　森のホール21　森のホール21

小ホール　大ホール　　大ホール　　小ホール

午後2 時　　 午後2 時　　 午後2 時　　 午後2 時

3/１6(土) 3/3(日) 2/17(土) 2/lO(

土) フ
ァ
ミ
リ
ー
の
た
め
の
名
曲
コ
ン

サ
ー
ト
～
世
界
の
声
楽
曲
と
日

池
田
伸
一
、
枡
本
安
紀
子
学

東
京
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽

団
演
奏
会
　
指
揮
:
Ｇ
シ
ュ
ワ
ル

響
曲
第
5
番
ほ
か
☆
学

ニ
ュ
ー
フ
ィ
ル
干
葉
・
名
曲
コ
ン

サ
ー
ト
 
　
サ
ラ
サ
ー
デ
／
ツ
ィ
ゴ

ル
メ
ン
組
曲
ほ
か
☆
学

森
の
ホ
ー
ル
2
1
国
際
音
楽
祭

仲
道
郁
代
（
音
楽
監
督
・
ピ
ア
ノ
）

卜
四
重
奏
曲
第
1
番
ほ
か
☆
学
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